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議長（藤原健祐君） 

   おはようございます。ただいまの出席議員数は 13 人です。 

   定足数に達していますので、直ちに本日の会議を開きます。 

   本日の日程は、お手元に配付のとおりです。 

   日程第１、一般質問を行います。 

   昨日に引き続き、一般質問を行います。 

   ８番、中村卓司君の発言を許します。 

８番（中村卓司君） 

   ８番議員の中村卓司でございます。おはようございます。議長の

お許しをいただきましたので、平成 29 年３月の議会の質問をさせ

ていただきたいと思いますが、その前に少し所見といいますか、お

断りというか、述べさせていただきたいと思いますが。 

   今回の皆さんの質問で、それからまた町長のお答えの中に、コン

セプトといいますか、総合計画をつくるに当たって、まじめに、お

もしろく。ということで言葉がよく出てきますけれども、今回の質

問、私も、まじめに、おもしろく。ということで質問をさせていた

だきますけれども、議会を軽視するわけではございませんので、御

容赦のほうをよろしく、手前にお断りをしておきたいと思います。 

   まずですね、まじめに、おもしろく。で、一番、私、気がついた

のは、この会場のこの椅子がどうも低い。これ座りますと、書きに

くいし、多分この机に合わせた椅子だと思うんで、議会側とは思う

んですが、この椅子を高めてもらったらいいかというふうに思って

おりますので、議会のほうですので、私たちと関係がありますが、

そういうこともよろしくお願いしたいと思います。 

   冗談のようなことですけれども、こういった、ちょっとこう遊び

心と言いますか、があってもいいんではないかというふうに思いま

す。そんな観点で何点か質問をさせていただきますので、よろしく

お願いをいたしたいと思います。 

   まず１点目。たくさん項目がございますので、ぽんぽんという形

でやっていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

   まず、もうストレートにお聞きをするわけですが。次期町長選に

ついての堀見町長の出馬の意向はということで質問をさせていた

だきますけれども、松浦議員のほうからもそういった内容の質問が

あり、既にお答えをいただいておりますけれども、重複点があろう

かと思いますけれども、もう一度ですね、お聞かせを願いたいと思
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います。といいますのも、この間、総合計画の中身について審議会

で審議をなされた資料を、私、いただいておりまして、大変中身の

濃い、そして、大変だなぁと。これを全部、実現するためには大変

だなぁという思いがしております。 

   そこでですね、町長の出馬の意向という前にですね、この総合計

画、10 年間の総合計画を充実したものを成功させる、また町民の幸

せ、にこにこ笑顔のあるまちづくりということで、この計画をする

わけですけれども。最も、町長がですね、この計画を実現していく

ために必要であろうというふうな、こういうことが最も必要だとい

うお考えがあればですね、聞かせていただいたらどうかと思います。

重複する点もあろうかと思いますけれども、町長のお考えを聞かせ

ていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

町長（堀見和道君） 

   おはようございます。御質問いただきましてありがとうございま

す。もっとも大切な１つという御質問でしたが、なかなか１つに絞

るっていうのは難しいところもありますので、２つ３つになるかも

しれませんが、大切だと思う視点について述べさせていただきたい

と思います。 

   まず１つ目は、やはり住民の皆さんがお互いさまで助け合う、つ

ながって相手のことを思いやって助け合う、支え合う。このことを

一人一人ができる範囲でしていただくということ。これは行政と住

民との協働という視点にもなってこようかと思いますが。お互いが

助け合う中で、やっぱり一人一人の、この地域での、この町での存

在感、存在意義っていうのが感じられるようになるんではないかな

ぁと。ちょっとしたお助けをすることによって、ありがとうってい

う言葉をかけていただくと、あぁ人のお役に立てたんだなぁってい

うすごく心の幸せ、満足感が得られるんではないかなぁというふう

に思いますが、その積み重ねがすごく大切ではないかなぁと。その

ためには主体的な取り組み、行動というのが大切になろうかなぁと

いうふうに思います。 

   あと、全体的なことにもなりますが、役場職員にも繰り返し口酸

っぱく言ってることですけども、目の前で起きていること、役場で

あれば、取り組んでいる事業、他課の事業もあるかもしれませんが、

人ごとにならない、っていうこと。やっぱり自分ごとで、極力、事

業について、物事について考えるっていうこと。 
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これは住民の皆様にも、これって行政がやることじゃないのって

よく言われることもありますが、住民の皆さんにやっていただける

こともありますよ。ちょっと立ち止まって、自分に何ができるのか

なぁって考えていただけるとありがたいですということをお伝えさ

せていただいてますが。 

まさに、防災まちづくりサロンにつきましては、まず、自分の命

は自分で守る。このことをベースに置きながら、自助、公助、共助、

この３つがバランスよく助け合いができる、そういう町を目指して

いきたいなぁというふうに思っておりますので、まず、相手の立場

に立って、思いやりを持ってみんなで支え合う、助け合うというこ

とと、自分ごとでまちづくりにかかわっていただくと。この視点が

すごく大切ではないかなぁというふうに思っております。以上です。 

８番（中村卓司君） 

   ありがとうございます。今までは、町民の皆さんにありがちに、

行政がやってくれないから悪い、みたいな声が随分あってですね、

そういうこともありかなというふうに思っておりましたけれども、

最近の町長の行っている内容を見てみますと、やっぱり自分たちも

自分たちでやるべきことはやるというふうなことをしないと、町全

体がよくならないというふうに、私自身も思うし、町民の皆さんも

だんだんそういう風が吹きかけているかなという思いがしてござ

います。   

   そういう意味で、町長の思い、町民の皆さんに浸透していって、

自分たちは自分たちでやるんだというふうなことを、実行していた

だけるような町にしたらいいなという思いがございます。 

   そこでですね、もうちょっとお聞きをしたいんですが、総合計画、

この中に、幸せのバロメーターというのがあって、佐川町が県とか

いうふうなことを含めながら、３番目ぐらいですかな、上から３番

目に位置しているんですけども、737.6 点ですかね、これどういう

数字のバロメーターというか単価というか、決めたんですか。それ

ちょっと教えていただきたいんですが。総務課長のほうがわかるか

な。町長わかりますか。 

町長（堀見和道君） 

   お答えさせていただきます。５つの４カ項目につきまして、風ス

コアと土スコアがあります。アンケートを取りまして、それぞれの

評価項目に対して、大変強く思っているものですか、普通なのか、
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余り思ってないのか、それを点数に直して、まとめて出した点数が

その 737 点ということになります。細かい計算式は、今この場で正

確にお答えすることはできませんが、５つの評価項目で、風スコア、

土スコア、それぞれ点数化をして計算をした結果、そのような数値

になっております。以上です。 

８番（中村卓司君） 

   いろいろ内容を見てみますと、どういう時点の数値が出たかなと

いう計算式がわかりませんでしたので、また後で詳しく聞きたいと

思いますけれども。全国ででも３番目、高知県でいきますと 16 番目

ですかね。ですけれども、さらに上の沖縄県、鹿児島県に次いで佐

川町が３番目というふうになってございます。 

   けれども、ますますこれをですね、幸せ度ランキングを上げてト

ップにというふうなことでやっていただきたいと思いますが、そこ

でですね、質問の冒頭で申し上げました次期町長選への決意、意向、

出馬への思いを聞かせていただきたいと思いますが、よろしくお願

いします。 

町長（堀見和道君） 

   お答えさせていただきます。総合計画ができてまだ１年しかたっ

ておりません。できれば、しっかりこの総合計画の策定期間である

10 年間はお許しをいただけるのであれば、仕事をさせていただきた

いという思いがあります。また、住民の皆様から多く御要望いただ

いてます図書館の建設であるとか、道の駅の検討であるとか、また、

今取り組みを進めております地域公共交通の実証運行並びに本格

運行、本格運行につきましては、ことしの 10 月から開始予定となっ

ております。なかなか難しい課題もたくさんあります。それらの課

題にしっかりと向き合って、佐川町のために、住民の皆様の幸せの

ために引き続き仕事をぜひさせていただきたいと。 

   本当にありがたく感謝をしておりますので、ぜひ、10 月の選挙に

向けて出馬をさせていただきたいと、このように思っております。

以上です。 

８番（中村卓司君） 

   ということで、決意を聞かせていただきました。佐川町、チーム

佐川からいきますと、船長でございます。隊長でございます。佐川

町を幸せな町にする自信はございますか。一言。 

町長（堀見和道君） 
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   お答えさせていただきます。佐川町の皆さんが、本当にすばらし

い方がたくさんいらっしゃいます。皆さんの力をお借りして一つの

方向に向いて、一歩一歩歩みを進めれば、必ず幸せな町になると、

そのように思っております。以上です。 

８番（中村卓司君） 

   ぜひですね、隊長、船長としてですね、頑張っていただきたいと

思いますので、私も、及ばずながら応援をさせていただきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

   以上、この質問は終わりにさせていただきます。 

続きまして、鳥獣被害対策について質問をさせていただきます。

佐川町で、議会でも各議員さん、こういう問題取り上げてきたとは

思いますけれども、あえてですね、もう一度お聞かせを願いたいと

思います。佐川町においての被害の現状、そしてですね、種類、頭

数、被害額等がわかっておりましたら、まずそれを、お聞かせを願

いたいと思います。 

産業建設課長（公文博章君） 

   お答えいたします。佐川町での鳥獣被害ですけども、野生鳥獣の

生息域が拡大しておりまして、佐川町においても農作物の被害や目

撃情報が入っております。平成 28 年度佐川町役場建設課に連絡の

入った農作物の被害は４件でございます。イノシシが３件、タヌキ

が１件でございます。被害ではないんですけども、猿の目撃情報も

増えておりまして４件、加茂、永野、東組、青去で情報が入ってお

ります。 

   佐川町では、専門知識を持った鳥獣被害対策専門員、猟友会、県

の鳥獣対策課と連携しまして、被害対策に取り組んでいるところで

ございます。被害があった場所には、鳥獣被害対策専門員及び猟友

会の協力を得て、わなの設置により捕獲するなどの対策を行ってお

るところでございます。 

   被害なんですけども、今年度の捕獲実績でございます。11 月時点

でですね、イノシシが 203 頭、それから鹿が２頭、ハクビシンが 29

頭、アナグマが 13 頭、タヌキ 32 頭、野ウサギ１羽、ドバト 52 羽、

カラス 35 羽、カワウ２羽となっております。 

   頭数、種類は以上です。被害額については、今のところ把握はで

きておりません。以上でございます。 

８番（中村卓司君） 



 

162 

 

   私、先日、越知においてですね、野生鳥獣についての講習会とい

うのが行われまして、県下で何カ所かにブロックを分けて研修会を

しているようでございます。そこで少し勉強をさせていただきまし

た。佐川町においての被害もですね、課長言われたとおり、そうい

ったものございますけれども、ここの捉えている調査によりますと、

それ以上の被害が出てるようでございまして、佐川町においてはで

すね、カラス類で 211、イノシシが 182 というふうな実績がありま

す。そのほかにも、鹿、タヌキ、それからハクビシン、アナグマ、

鳩といった被害があるようでございます。金額にすると、相当な金

額になるそうですけれども、被害の届が出ていないんで、金額的に

はなかなか把握ができないですけれども、数千万に及ぶかもしれな

いというふうなことも言われております。 

   そこでですね、町がですね、それの被害についての対策っていう

ものもとっておろうかと思いますので、どういった、行政が行って

いる範囲の対策があるかをですね、それをお聞かせを願いたいと思

います。 

産業建設課長（公文博章君） 

   お答えいたします。佐川町でも鳥獣被害対策専門員、猟友会、県

の鳥獣対策課と連携しながら、いろいろとその被害対策に取り組ん

でおります。 

   例えば、その狩猟期以外の時期につきましては、猟友会の協力を

得まして、有害鳥獣の捕獲を行っております。また、農地に防護柵

を設置する補助がございまして、これについても今年度２カ所、延

長で 930 メートルについての設置をしております。 

   そのほか、新規狩猟者の拡大への取り組みとしまして、予備講習

会、銃の射撃教習を受けた方への補助等を行っているところでござ

います。以上です。 

８番（中村卓司君） 

   町として、行政としてやるべきことはやっておるというふうなこ

とでしょうし、またほかの町村を見てみますと、特別、新しいこと

というのはやっておりません。ただ、地域的なものがありまして、

例えば、針木、佐川の黒岩ていうのは、梨の関係が非常に多くて、

カラスの被害なんかがひどくて、地域性によってそれぞれの対策を

とってるのが現状のようでございます。 

   そこでですね、そのいろいろな捕獲檻とか、捕獲器とか、わなと
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か、それから電柵とかいうふうな助成措置をしておるようでござい

まして、佐川町にも、佐川町鳥獣被害緊急対策事業の補助金交付要

綱いただいてます。ここにですね、ちょっと使い勝手が悪いかなと

いうことを指摘をさせていただきます。 

というのは、１人ではできない、２戸以上が連携をすることによ

っての対策費補助金は出ないというふうになっております。これは、

使い勝手としては大変使いにくいというふうに思っておりまして、

この要綱をですね改善、直してほしいというふうに思っていますけ

れども、町のほうの、それができるかできないかということで、ま

ず、聞かせていただきたいと思います。１人でもできるように改善

してほしいというふうに思いますが、いかがでしょう。 

産業建設課長（公文博章君） 

   お答えいたします。議員おっしゃられるように、現在の佐川町鳥

獣被害緊急対策事業補助金では採択要件としまして、受益者が２戸

以上連担することとなっております。町内の現状を見てみますと、

平地部の水稲についてはある程度何戸か受益者が連担した農地も

見られるんですけども、畑では、特に山合いのほうに入りますと、

受益者が連担した農地は少ないように思われます。 

こういった小規模な農地が有害鳥獣の被害に遭いますと、高齢化

も進んでおりますことから、営農意欲がそがれまして、耕作を諦め

て離農していく人が増えると。そうすると、耕作放棄地が増えてい

く。その耕作放棄地が増えていくと、またそれが有害鳥獣の餌場と

か、休憩所とかいうところになって、また有害鳥獣の数が増えてい

く。ますます有害鳥獣による被害が増えていく。そういった悪循環

に陥って、さらなる耕作放棄地の増大、それから農業を離れる離農

者の増加を招いていくということが懸念されると考えております。 

佐川町としましては、現在の採択要件であります受益者が２戸以

上連担することというのは、現状にそぐわなくなってきているので

は、と認識をしております。 

農業振興の観点からも受益者１戸の農地でありましても、柵を設

置するということを支援しまして、農家の負担軽減、それから営農

意欲の向上によりまして、農業担い手の減少を少しでも食い止めて

いきたいと、食い止めていく必要があると考えております。そうい

ったことから、１戸でも補助対象になるように、要件の見直しを検

討してまいりたいと考えております。以上です。 
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８番（中村卓司君）   

   ありがとうございます。ありがとうございますというのも変でご

ざいますけれども。きのうの森議員の質問ではありませんが、マイ

ナス、できないことは考えない、できることを考えていくのでは大

変よいお答えがいただけたではないかと思います。 

   この越知の講習会に行っておりましたときにも、島根県の例が出

ておりまして、負け組にはならない、勝ち組になる住民っていうふ

うな題で、いわゆる野生の猿とかですね、イノシシの被害に遭って、

そこで泣き寝入りをして負け組にならない勝ち組になるためには

どういった方法で取るかという中で、一番は野生動物の餌場をつく

らない。ここで食べると、餌がある、追わえられない、人間がそれ

ほど恐くない、みたいに、猿とかイノシシが思ったときに、もう餌

場と感じてしまって、どんどん被害が広がっていくというふうな報

告がございました。だから、そういう餌場ではないというふうな意

味からいくと、家庭菜園であっても全部、もう取れないんだという

意識を動物に植えつけないと、被害が広がっていくと。 

先ほど課長がお答えになったとおりですね、そういった、１戸で

も被害を、もうえいわと、家庭菜園やけ餌にやるわ、みたいになる

と、どんどん被害が広がっていくということでございますので、２

人以上でなければならないというふうなこのことを改正していただ

いて、１戸でもできるようにということをしていただきましたので、

ぜひ早い機会にですね、これ要綱ですので議会には承認は要らんの

ですかね。できれば早くやっていただくようにお願いをしておきた

いと思います。 

ちなみに、この町の単独でやりゆうっていうのが、全て調べてお

りませんけれども、越知では国だけしかやってないというふうなこ

ともあります。けれども、県、国っていうふうなこの交付金要綱で

いきますと、時間がかかってですね、即っていうのができないらし

いんです。町でいきますと、すぐに対応ができる。日高でいきます

と、１週間ぐらいで対応ができるというふうなことも言っておりま

したので、そういった小回りのきく意味でもですね、町単でやって

いただけるというのは大変ありがたいことでございますので、しか

も、１人でもできるということをいただきましたので、ぜひ、そう

いうふうな方向でよろしくお願いをしたいと思います。この質問は

以上にしたいと思います。 
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次にいきます。 

高北病院の運営について、ということで質問をいたします。 

高北病院は、改築をしてから４年目を迎えつつあるという時期で

はあります。当時ですね、高北病院、せっかく改築するんだから、

新たに今までの負の部分を改めてよくしていこう、せっかくの時期

だから新たに出発を機にして負の部分をよくしていこうということ

で始まったこともあろうかと思います。 

当時はですね、その前からも赤字の問題とかですね、医師不足、

それから待ち時間、患者さんへの気配り、こういったことが、どう

もなおざりになってきたんではないかというふうな指摘もございま

した。したがって、その改築、新築をですね機に､これも改善をして

はどうかというふうにスタートしたんですけれども、渡辺事務長が

行って、また帰ってきてまた行ったというふうな経過もございます

ので、内容も全て御存じだと思いますから、そこの改善がですね十

分になされているかどうかですね、まずそれをお聞かせを願いたい

と思います。 

病院事業副管理者兼事務局長（渡辺公平君） 

   中村議員から御質問いただきました。答弁の機会与えていただき、

まことにありがとうございます。私、病院事務局長９年ぶりで、昨

年４月から行っております。以前と比べましたら、当然環境も違い

ますし、建物も違います。当時行ったときはもう負の遺産ばかりの

状態の中から､いかにして皆さんと、住民の信頼を回復して復活す

るかと、これのみでございました。 

現在は、先ほど中村議員言われたとおり建物も非常に立派になり、

この５月で丸４年が経過するようになっております。その新しい病

院の姿を､皆様方に、具合が悪くならないと病院は大体行きませんの

で、来ない方にも健康チェックということで参画していただくよう

に、当時から健康フェアというのを毎年６月に実施しております。 

   昨年の６月、私も初めて第３回目へ参加させていただき、職員、

住民の方々と触れ合いもさせていただきました。非常にえい機会に

なっておると思います。今後ともこれを続けていきながら､公立病

院国保病院として、病気だけでなくて予防面の力も大きく発揮して

いきながら、町行政とも連携していきながら取り組んでいく方向性

が見えてきておると思います。これは、以前はなかったような､当然

やるべきことでございますが、新たにやるべきこと、非常に力強く
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前進しておると思います。 

さらには、待ち時間問題とかがいろいろ出てきよりましたが、以

前の一番の課題でしたのは、紙ベースでの取り組み、カルテがその

まま書かれたものを動かしておるような状態でございました。これ

にはさまざま課題と大きな費用もかかる問題でしたが、現在では電

子カルテということが導入されております。電子カルテが導入し、

さらには、これは医師みずからが以前は打ち込むべきものでござい

ましたが、医師の業務の軽減を図るというようなことから、現在は、

医師事務補助という方が､医師の指示に基づいて電子カルテを操作

するようになっております。これも非常に効率的にいき、待ち時間

の対策にも患者サービスの向上にも非常になっておるというふうに

理解しております。 

一つ一つ、こういうふうに述べていきますと、以前と随分違い、

方向性も一定出てきておるし、改善されたところもありますが、や

はり一番の医療機関としての病院の一番の最大のサービスと私が思

うておりますのは、適正な治療と心温まる患者さんへの気配り、こ

れにつきるかと思いますので、これを､私初め職員一同常に念頭に置

きながら、日々業務改善等に取り組んでいきたいというふうな思い

を持って職員とも協議し実践しておりますし、私もそのような思い

で業務に努めさせていただいておるところでございます。 

非常に羅列の答弁になりましたが、以上のようなことでございま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

８番（中村卓司君） 

   以前よりは改善ができているというふうなお答えだと思うんで

すが。一つ一つ､それでは検証してまいりたいと思いますが。 

まずですね、その医師不足というのが、大変お医者さんの数が少

ないのも無理からんところですけれども、全体的に少ないのは無理

なところもありますけれども。今現在、町長の行政報告の中でも高

北病院についての聖マリアンナ病院ですか、医師がおいでるという

ことでしたけれども、期間が短い。で、それで十分に医師不足の対

応ができているのか、今後の問題が残りはしないかという心配があ

ります。まず、その医師不足についての心配がないかどうかを聞か

せていただきたいと思います。 

病院事業副管理者兼事務局長（渡辺公平君） 

   お答えさせていただきます。町長の行政報告でもありましたよう
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に、今おっしゃられたとおりで、１つは聖マリアンナ医科大学から

３カ月ずつの医師の派遣ということをやっていただいております。

この４月からも継続して３カ月間来ていただけるようになってお

ります。内科医師でございます。 

   それともう１つ、これも行政報告でありましたように、一昨年の

７月まで高北病院のほうで勤務しておりました内科の医師がこの

４月から常勤医師として再就職してくれることになってございま

す。このことで、内科医師が４月には６名ということで、体制とし

ては常勤医師が９名体制ということになってございます。 

   医師不足ということは、現在も９名で果たして夜間とかの対応と

か順調にいけれるかといえば、なかなか難しい点もございますので、

やはり医師の確保には努めていかないかんという必要と、それと新

たな疾患に、患者の､住民の高齢化に伴う対応、それ専門の医師の確

保とかいうことも必要になってきます。 

それと、将来向いては、若手の医師が当院に定着し、また機関か

ら派遣され医師が確保されるような、将来のことが必要になってこ

ようと思います。その中では、私も以前からも話して、以前､前、私

がおったときに話しておりましたが、医師への奨学金制度というの

も７年ぐらい前から制度が県のほうでできまして、その奨学金をも

らった医学生さんが外の臨床研修へ出るようなことにもなっており

ます。そして高北病院のほうで地域医療の研修を受けるとかいうこ

とにもなっております。現実やっております。 

こういった方々が育ち、もう数年先からは安定的に派遣されてく

るようなことになってこようと思います。そうすれば、医師の不足

からの脱却とかいうことの可能性も十分出てこようと、ふうに思う

ております。 

８番（中村卓司君） 

   救命体制っていうのがが、十分か十分でないかということは、な

かなか言えないというふうなことだと思うんですが。最高、マック

スですね、これぐらいおれば十分だという数字が今、出ればですね、

例えば､９名ではちょっとしんどい、そしたら 10 名、11 名、12 名、

そこの辺あれば十分かなという数字がわかっておれば、聞かせてい

ただきたいと思います。 

病院事業副管理者兼事務局長（渡辺公平君） 

   お答えさせていただきます。まずは､先ほども一番出てくるのは
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夜間対応、救急告示病院でございます。夜間ずーっと当直せないき

ません。医師も、私どもと同じように１日７時間 45 分勤務。５日間

の勤務でございます。その中で回していくようなことをしていかな

いかん関係上、それが週に１回ぐらいのペースで回っていけれる、

また土曜日も現在、土曜日は月に２回診察しておりますが、これも

本来なら土曜日も毎週土曜日ぐらいはできるような体制にもって

いかないきません。 

そういうことで考えていけば、今の常勤の体制でいえば、内科が

６名、整形外科が３名体制は必要であろうかと思います。さらには、

産婦人科医師が１人おります。それに加えて先ほど､私が申しました､

高齢化に伴う新たな疾患、ニーズに応える専門医が必要になってく

る。これは今、具体的にこういった専門の医師とかいうことは､この

場ではまだ言えませんが、新たな２つぐらいの診療科の専門の先生

に来ていただくようなことも必要になろうかと思います。 

さらには、これからのキーワードになってきます在宅医療という

訪問です。次の、来年 30 年度の診療報酬、介護報酬同時改定では、

在宅への復帰ということが力強く出されると思いますが、訪問在宅

医療をやれれる医師を１名確保するとかいうことも必要になってこ

ようと思います。それにあわせて訪問看護、訪問リハビリテーショ

ンというようなのをセットしていく、取り組んでいく必要がありま

す。 

そのように、町民の高齢化、それと健康チェック、予防、在宅へ

の復帰支援、そういったのを考えていった上で､医師の確保、専門職

の確保とかいうことを捉えていかないきませんので、ちょっと今、

具体的に､この人数、この人数､この人数ということは､すぐにはまだ

言えない状況です。 

   高北病院のほうでは、４月から、適正な働き方のチェック委員会

というものを、あり方委員会というものをつくろうと、今、事務局

のほうで検討しております。そういったのもつくっていきながら、

制度の変化、変更、また町民の状況、ニーズとかいうのを捉えてい

きながら、対策を、具体的なことを出していきたいというふうに思

うておりますので、ちょっといろいろしゃべり過ぎましたが、よろ

しくお願いいたします。 

８番（中村卓司君） 

   細かいところまでお話をいただきまして、ありがとうございます。
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医師の数がこれぐらいでちょうどという経営的なこともあろうか

と思うんで、なかなか出せないところもあるかもわかりませんけれ

ども、少ないと、また不足しているということならば、いろんな手

立てを使って医師を補充することも必要だと思います。その手立て

が何であるかっていうのは、私はまるきり素人なんでわかりません

けれども、佐川町出身の若い医師が何人かおいでる、しかも佐川に

は帰って来ずによそにおいでるみたいな方もおるんで、医師会との

関係があろうかと思いますけれども、そういった方々に触手を､手

を伸ばすということも要るんではなかろうかと思いますし、また、

これも 10 年以上前だったと思うんですが、町単で奨学金を出して、

何名の方に医大に行ってもらって、そして地元の病院に就職をすれ

ば返さなくてもいいよ、みたいな制度とはどうかなという提案をさ

せていただきました。 

   ことしの春だったと思うんですけども、高松市かどっかでですね、

市が単独でそういったことのことをやり始めたそうです。地元の病

院に帰すために２人の学生を奨学金を出して送り込むと、いうふう

な制度もしたようにテレビで報道がありました。そういったことも

必要ならば実施をしていかなければならないかと思います。県のほ

うで、そんな対応をしてるということではございましたけれども、

本当に、高北病院ということをターゲットに置けば、町の財産でご

ざいますので、町の財政からそういったこともやる必要があるかと

いうふうに思ってございます。これはお答えは要りませんけれども、

ある程度の努力をお願いしておきたいと思いますが。医師の数につ

いては以上ですが。 

   次にですね、患者さんへの気配り、いう話も出ました。それから

待合時間、少なくなっているとお答えがいただきました。けども、

私がさらに聞くにはですね、まだまだ待ち時間は長いというふうに

思ってございますし、掲示パネル、これもいろいろ事情があるにせ

よですね、実施をされてない。そうすると、患者さんに対する気配

りが薄いんではないかと言わざるを得ない。だからですね､小っさ

い病院でもパネルがありまして、次の患者さんの番号とかいうもの

が出てですね「あ、何分くらいで次だな」っていうことがあってこ

そ、安心ができる患者さんへの気配りなんですよね。 

   このことも、理由をつけずにですよ、やっていただく方向にせな

いかんのではないかと思いますし、それと、こんなこと言いますと
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名前がわかってしまいますけれども、この間患者さんの中で、取り

違えというか、取り違えではないですけれども、同姓の方がちょう

ど３名おりまして、患者さんの中に。その方に、血圧をはかっても

らったところが、１人の方の血圧の測定のカードがない、といいま

すのも、別の患者さんのお名前のところに２枚張ってた。で、看護

婦さんが、あなたのはどちらですかって患者さんに聞いたそうです

よ。なんじゃこらぁと。そういうふうな間違いがあったということ

があるんです。 

だから、そこの辺の気配り、配慮っていうもの、なおざりにされ

ていきゃあせんろうかという心配がある。血圧のカードだったから

いいんですけれども、もっと重要な薬という問題なんかがあった場

合には大変なんですよね。そういうふうに、本当にできるかなと。

よその病院に行きますと、掲示板にこう書いてあります。フルネー

ムで何度もお尋ねしますけれども、申しわけございませんが御承知

お願いしますというようなことも書いてますよ。 

だから、その辺のマニュアルっていうのがあるはずなんですけれ

ども、どうなんですかね、どこが命令系統でそういうことの指導を

する、渡辺事務長さんがそういうことの指導のトップにあるのか、

院長があるのか、それはわかりませんけれども、そういった指導を

していくことは必要なんですよね。それが、先ほど言った例みたい

に、なおざりにしていくことによって大変なことが起きるかもしれ

ないということがあるんで、その辺の配慮、患者さんへの配慮、そ

れから看護婦さん、看護師さんに対する､そういう気配りの方法、テ

クニックというのをどういうふうに指導なされているか、いっぱい

言いましたけれども、待ち時間の短縮も電子パネルにすることに逆

に長くなっているんじゃないですか。 

例えば､問診とかですよ、するのには、普通の紙へ書いてですね、

カルテの中に挟んでいくと、問診の必要が省けて､省けるというか、

時間短縮できたりですよ､いくらでも方法があるんじゃないですか

ね。それ、ちょっと聞かせていただきたいと思います。 

病院事業副管理者兼事務局長（渡辺公平君） 

   お答えさせていただきます。待ち時間に対する、病院のほうでは

サービス部会というのがございまして、その中で、患者さんへの意

向調査、それと委託業者のニチイ学館のほうでも、意向調査とかい

うのをしながら把握はしております。現状、私が聞く、見るところ
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によると、そんな不満の点はないように思います。先の運営委員会

のほうでは、会計で待たされるというような意見も出まして、会計

では、どこでどう待たされるのかということを翌日あたりから調査

をしてみました。 

そしたら、電子カルテの中で、先ほどの医師の指示があって、そ

れを実施する。そしたら実施済みというふうに電子カルテのほうに

打ち込まないかんところが、たまに抜かっちゅう点がある。それを

医事のほうでどうなっちゅうとかいう確認をしていく中で、時間を

経過するとかいうことありましたので、そこはもう抜からんように

確実にしていくようにということを医師と看護師のほうで徹底をし

ております。 

こんなふうにその都度その都度、改善すべき点、問題点が発覚を

すれば、日々の行動としてすぐにチェックして、改善するような手

立てで動いております。それをなおざりにする、日々甘えて何もせ

ずにほたくっておくとかいうことはせずに、どんな小さな声にもす

ぐに反応して、すぐにそれぞれの部署のほうで、あるいは院内全体

の会議においても行動していくような体制はとっておりますし、こ

れからもとっていきながら、待ち時間の短縮、患者サービスに続け

ていかなくてはならないと思うております。 

それと、番号制の電光掲示板と。この番号についても、以前にも、

私が来る以前ですが、ちょうど病院立て直しの時分、それから電子

カルテの際とかにも、いろいろ調査もしたようです。私が病院へ行

ってまず先に言うたのは、何で番号制にしてないですかとか、言わ

れたように電光掲示板とかが今の病院の最前線をいきよりますよと。

なぜ、してないんでしょうねというような投げかけもしました。 

これは、おっしゃられるとおり、病院へ行くと１回名前呼ばれて

診察受けて、そのまま会計のほうに行く場合もございますが、大部

分の場合には診察を受けたり処置をしたり、検査をしたりとかいう

ような､あちこちあちこち動いていかないきません。そのときに、そ

れぞれお名前を呼んでも、なかなか患者さんがすぐに反応してくれ

ない。名を呼んじゅうのに来てくれない。また､ほかの方と話をして

おるとかいうことがたびたび見受けられたようでございます。そう

いったことから、とても番号に、今、変えるような状況ではないと。 

けど、そういった名前を呼んでも対応してくれない患者さんがお

る。そのままでは余計ほかの方を待たせることになるということで、
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高北病院のほうでは､患者外来サポーター職員というのを、ちょっと

黒っぽい服を着た女の職員ですが、配置して、その方が気配り等、

エスコートとかいうことをさせていただきながら､その対応を行っ

ておるという状況にあります。 

掲示板のほうも、おっしゃられたように、やって見ていただくの

もそうですが、やはりそういった声かけとかエスコートとかをして

いきながら、今のところは高北病院では患者サービスとして取り組

んでいきたいということで、方針が出て、それで実行しております

ので、私も様子を見ていきながら、今のことを支援していきながら

取り組んでいきたいというふうに思うております。以上でございま

す。 

８番（中村卓司君） 

   何で、それくらいのことができんのかなというふうに思います。

小っちゃい病院でも電子パネルありますよね。呼びかけに応じない

方がおるので電子版が必要ないっていうのは全然結びつきません

が。どこの病院でも声かけをするんですよ。電子パネルもありもっ

て呼びかけをしてます。 

   そうすると、患者さんのほうも、あ、そろそろ番だなということ

の自覚から､呼びかけをしても、すぐ反応ができるというふうにな

ろうかと思うんですよ。だから、呼びかけても返事がないことがあ

るけ、電子パネル要らんじゃあいう話にはなりませんわね。だから、

それをですよ、経費の問題とかいろいろあるかもしれませんけれど

も、本当に患者さんへのサービスをするなら、それくらいのことが

できなきゃだめじゃないでしょうか。 

   ぜひですね、やってくださいよ、その電子パネルを。事務長がや

りましょうということなら、恐らく８割、９割の確率でできるでし

ょう。できるでしょう。だから、渡辺事務局長がよね、やりましょ

うということでやればできますからよね、やってくださいよ。どう

です。 

病院事業副管理者兼事務局長（渡辺公平君） 

   言われる趣旨は十分わかります。ちょっと私の先ほどの答弁のこ

とが十分、説明が下手でして､御理解いただけなかったと思います

が。 

呼びかけても出てくれないからパネルは設置しないじゃなくて、

パネルは設置せんかわりに、外来患者サポーターという職員を配置
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して、その方が直接、誰々さん番が来ましたよ、ということで名前

呼ばさせていただいて、その方がエスコートして診察室のほうに入

っていただく。こういうことを、気がつかれない患者さんに対して

は実施しておりますということでございますので、一切ほたくって

電光掲示板もやらん、そういったことも全くせん、いうことじゃな

いですので、その辺を御理解のほど、よろしくお願いいたします。 

８番（中村卓司君） 

   どこの病院もそれやってるんですよ。サポーターさん看護婦さん

おって、ついてなおかつあるんですよ。だから、あれぐらい大っき

い病院で、ないのが不思議ぐらいなんですよ。みんなそんなに言っ

てますよ。だから、両方、これでもかこれでもかっていうやり方の

中に、掲示板を入れていただく、これが患者さんへの本当の親切、

「いつごろじゃおうね、もう何時間待った」余計待たされたような

気がしますよ。だから、掲示板、ぜひですね、実施をしていただき

たいと思っていますので、押し問答になりますので、これやめます

けども、ぜひですね、お願いをしておきたいと思います。 

   また、６月の議会でも同じ質問をしますんで、そのときにまた同

じ答えがないようにお願いをしておきたいと思います。 

   それとですね、看護師さんに対してのそういったそのマニュアル

ですか、患者さんの対応とか､フルネームで呼ぶとか、そういった病

院での内容の指揮命令系統はどなたがやってるんですか、今、現在。 

病院事業副管理者兼事務局長（渡辺公平君） 

   高北病院のトップは院長でございます。 

８番（中村卓司君） 

   トップはわかります。院長が、そしたら看護師さんに、こういう

対応をしなさい、ああいう対応をしなさいというような細かいとこ

ろまで､今言ってるんですか。内容として事務局長が、こういったこ

ういったこういった対応でっていうふうな形で、よその病院なんか

行ってみますと、対応が違うんですよね。だから高北病院でそれが

なぜできないんかなというふうな思いもあります。 

公立病院でいろいろ批判があるんですけど、今、高知市内の公立

病院では大変その辺の対応が､前から言うと数段よくなりましたね。

で、申しわけないけど、地方へ行くとそれが非常にこう、何かちょ

っとなあなあでいきゆうような気がするんですよ。一生懸命やって

いる看護師さんもおりますよ、もちろん。おりますよ。けれども、
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中にそういうのが１人でも２人でもおったら、あっと言われて高北

病院は何だっていうふうな話にもなるんですよ。だからいつも、こ

うせないかん、ああせないかん、こういうことでやりますよってい

うふうな話を、話、続けないかんところがあるんですが。その指揮

命令系統はトップがやるんでしょうけんど、そういうことの内容に

ついての発想といいますか、やりましょうっていう話は、事務長が､

本当はやらないかんがじゃないですか。 

病院事業副管理者兼事務局長（渡辺公平君） 

   それぞれ、内容によって、その指揮命令トップとかいうのはある

んです。私は事務局長で、全体の運営・経営とか、そういったのに

は当然やりよりますし、これからもやります。医療機関であります

ので、院長がトップであるのは間違いないですが、それぞれ、医師

の指示に従うて、看護師等は業務をしております。業務をしていく

中での患者対応について看護局長というのがトップでおります。ま

た現場には、外来の師長というのがおりますので、それぞれそうい

った指揮命令のもとで業務はさせていただいておるわけでござい

ます。 

   そしてちょっと答弁要らないいうて、先ほど､電光掲示板の関係、

しつこいようでございますが、看護師等の対応もしていきながら、

それに加えて外来患者サポーターを置いておるということです。こ

の外来患者サポーター職員とかいうのは､全ての病院に置いちゅう

わけじゃなくて、高北病院は医療センターに置いておるのを、それ

を研究して高北病院独自で置いておるのが実態でありますので、こ

れを中心に対応させていただいておる。電光掲示板置いてないです

が、こういった職員を独自に配置してやっておるということでござ

います。 

   それと、以前､私が行ったときと比べて､看護師のほうも以前は、

そういったサービス部会とか研究とか、それから研修への職員の派

遣とかいうことは、それほどしてなかったように思います。私９年

ぶりに行って､その辺をどうどこが変わったろうとかいうのを、一

番、見も、また調査もしましたけど、随分研修もやっておるし、そ

れぞれの役職者がしっかりした対応していきながら、職員も全体的

にレベルが上がっておるんじゃないろうかと思います。 

おっしゃるとおり、１人２人の水漏れが全体の堤防を壊してしま

う、だめにするのは、おっしゃるとおりでございますので、そうい
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ったところはもう直接的な個別指導とかいうことをしていきながら、

人事評価もしていきながら、全てが患者さんのほうのサービス、適

切な医療の実践に向けてやっていけれるように努力はしておるつも

りでございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

８番（中村卓司君） 

   私はね、よその病院へも行っての話なんですよ。高北病院だけじ

ゃなくって、よその病院へも行っての話で、渡辺局長、よその病院

へ行って見に行ったことないんじゃないですか。 

   よそと比べてどうなんかって、一遍見てくださいよ。１件、２件

じゃのうて、自分で行ってですよ、10 件も 20 件も行って、ああこ

んな対応しているんだというふうなことを見て来ておいて、自分の

病院に、えいことなら取り入れると、いうふうなことをすること。

それと、指揮命令ていうことが、１人でやるという独断的なもので

はないかと思います。婦長さんなりと、それから院長なりとも話し

ですね、こういうふうに行こうぜ、みたいな話ができることの内容

を、そういう内容を話し合える、ようなことも、議会の中村がこん

なことを言いよったんですが、どうなんでしょうね、みたいな話の

中からですよ、企業努力をやってもらえるというて、洗練された高

北病院が、あぁ変わったなあっていうふうに思われるように、不満

ができるだけないように、ゼロに限りなく近づける努力は必要だと

思います。 

あんまりこの質問長くいきますと、時間がなくなりますので、最

後に、町長の行政報告の中の最後の端に、地域の皆様から信頼され

愛される病院経営に努めます、と書いてますんで、ぜひ、この言葉

どおりにやっていただくようにお願いしておきたいと思いますので、

電子版、期待してます。 

   それでは、次にいきます。 

   道の駅の計画について、お尋ねをいたします。 

   私も委員、議長も委員になっておりますので、その委員としての

中のではなくって、一般の皆さんに、どういった内容があることも

議会広報等通じてお知らせもしたいし、また、委員の中でもまだま

だわからないことがたくさんありますので、道の駅についてお聞か

せを願いたいと思います。 

   まずはですね、この間、場所の選定で、皆さんと協議をしながら、

あこじゃない、ここじゃないっていう話もしたんで、場所がだんだ
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ん決まっていこうかと思います。それから事業主体がどこになるか

もこれからの問題ですけども、決まってこようとかと思います。そ

れから、規模がどれくらいになるかも、これから決まってこようか

と思います。それから、内容について、テナントを入れるのか、し

ないのかも問題がありましょうし、それから、これも検討委員会で

だんだん決まってこようかと思いますけれども。そういった内容を

１年間、年度でいきますと来年度の年度になろうかと思いますけん

ど。どういうふうな段階で、時系列的に進んでいくのかを聞かせて

いただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

チーム佐川推進課長（片岡雄司君） 

   おはようございます。中村議員の御質問にお答えをさせていただ

きます。まず時系列で言いますと、平成 28 年度、今年度ですね、ち

ょっと説明をさせていただきます。 

   まず本年度におきましては、25 名の検討委員、中村議員にも議長

にも入っていただいておりますが、検討委員を選任をさせていただ

きまして、第１回の検討委員会を開催、11 月 30 日に開催をしてお

ります。そして、その会議におきましては、道の駅の概要でありま

すとか、機能についてのアイデアを出すような形で進めております。

そして、今月３月１日に、先ほど中村議員もおっしゃられましたが、

第２回目の検討委員会を開催しまして、道の駅の機能など、前回の

道の駅の機能についてのまとめと、道の駅の立地候補地についての

意見を出し合っております。 

   今年度の予定としましては、委員の皆さんと３月末をめどにです

ね、四国内の先進地の道の駅を２カ所程度視察予定としておりまし

て､その先進地の運営組織とか機能、施設の形態、設置場所について

研修することとしております。 

   そして、29 年度、来年度以降の予定としましては、四国地区の道

の駅連絡会の事務局を担当しております一般社団法人四国クリエ

イト協会との委託契約を結びまして、調査・基本計画､道路の管理者

などの関係機関との協議、また用地の調査、運営方式について検討

を行うこととしております。 

   そして順調にいけばですね、平成 30 年度に、基本設計と実施設

計､及び用地の契約、登記を完了させて､平成 31 年度から造成の工

事と建設の工事に着手できるような運びで進めていきたいと思っ

ております。同時に、道の駅の運営母体となる組織を発足させまし
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て運営の準備をしまして、本当に順調にいけば、平成 32 年度からの

開業を予定しております。 

   まだこれからですね、検討とか協議等、開業に向けてすべき点が

多々多いですが、順次進めていきたいと思っております。以上です。 

８番（中村卓司君） 

   ありがとうございます。始まったばかりなので、具体的にという

ことはなかなか難しいかろうかと思いますが、課長の答えのように、

だんだん中身も充実して形も整っていこうかというふうに思いま

す。そこでですね、検討委員会があるんですが、検討委員会で、ど

こまで決定できるような検討委員会というふうにお考えでしょう

か。検討するだけ、みたいな感じなのか。検討委員会で、場所をこ

こにしたらええというに決めたら、そう従うのか。その点もですね、

検討委員会がどこまで検討したらいいのかを､それをお聞かせ願い

たいと思います。 

チーム佐川推進課長（片岡雄司君） 

   来年度以降、それこそ先ほどお答えさせていただきましたが、四

国クリエイト協会のほうに委託をさせていただきまして、こういっ

た検討委員会の委員の皆さんのですね意見、道の駅については､休

息とか情報発信、地域連携機能とか、そういった機能があると思い

ますので、どういった施設にしていくのかとかですね、大きな面積、

規模ですね、そういったことも確実に詰めていきながら、一番大事

なのはその用地の取得だと思っております。場所がないことには何

も始まりませんので、そこのあたりまでをですね、検討委員会で話

をさせていただいて、実際､道の駅を整備できるかどうかというこ

ともですね､判断をしていく必要になってくるんではないかと思っ

ております。 

町長（堀見和道君） 

   私のほうから補足の説明をさせていただきます。検討委員会のほ

うでは､あくまでも意見を出していただきまして、広く､多くの町民

の皆さん、また有識者の方から意見をいただいて、最終的には執行

部で決定をしていくという流れになろうかと思います。その上で、

議会の皆様に御協議いただいて承認もいただくと、いう流れになろ

うかと思いますが、検討委員会で決定したことが決定というわけで

はございません。幅広く意見を聞かせていただいて、いろいろな知

恵をいただきながら、よりよいものをつくっていくための検討委員
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会という位置づけで考えております。以上です。 

８番（中村卓司君） 

   わかりました。検討委員会、25 人集まりますと、大変おもしろい

意見がたくさん出てきまして、役場の職員ではとても考えられない

ような、あぁこんな案もあるかなという話も出ておりましたんで、

そういった意見を積み重ねながら結論を出していただくようにお

願いをしたいというふうに思ってございますが、少し突っ込んだ質

問をここでさせていただきたいと思います。 

   これ、手前で申し上げておりませんでしたので、わからなければ

それでいいんですけれども、実は､道の駅構想につきまして心配を

される方があります。その心配は、いわゆる赤字になればどうする

んだというふうなこともありまして、ソニアの例で 15 億円という

ものが、金が消えてしまったというふうなこともあるんで、その第

３セクター、一般企業、どこに事業主体がなっているかわかりませ

んけれども、行政が直接事業主体になるのも、ほかの道の駅を見て

みますと、あんまり成功した事例がございません。 

   となると、どこかの機関にというふうなことになろうかと思いま

す。これわかっていなければいいんですけれども、そこで、もし外

部団体に発注する、お願いする、いうことになりますと、当然、保

証債務契約というのを結ばなければならないような方向になって

いくと思うんですが、まだそこまで考えてないということになれば

ですけども、参考のために、もし、外部団体でそういうことをやっ

てほしいというふうになった場合に、行政としてはどうするのかっ

ていうお考えがひょっとありましたら、聞かせていただきたいと思

います。 

町長（堀見和道君） 

   お答えさせていただきます。まだ､何も決まっておりませんので、

今後進めていく上でのポイントの説明になろうかと思いますが、基

本的に道の駅を建設する、整備するにあたっては、イニシャルコス

トをどうするのかということと、ランニングコスト、運営面で赤字

を出さないように経営をしていくということ、この２つの視点が大

事だなというふうに思っております。 

   当然、道の駅をつくった後に、運営のほうで赤字になると。赤字

をずっと出し続けて､それを行政が補填するという状態の道の駅は

考えておりません。ただ、それこそ民間の経営的な感覚も取り入れ
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ながら、しっかりとした経営をする運営母体ということが大切にな

ろうと思ってます。 

   今、全国的な事例の中では、ＰＦＩという手法を使って道の駅を

建設をしてるところもあります。いろいろな資金の調達の方法もあ

ります。それは、来年度以降、いろいろな方法、先進的な事例も研

究をしながらしっかりと積み上げていくということを考えており

ます。以上です。 

８番（中村卓司君） 

   ありがとうございます。どんどん議論が深まっていくと、内容も

そういった方向になろうかと思いますので、そのことも研究を重ね

ながら前向きに進んでいただきたいと思いますので、よろしくお願

いをしたいと思います。道の駅の計画についての質問は以上です。 

   それでは、次の質問。テニス場の計画について、お尋ねをいたし

ます。 

   総合計画の審議会の中に、この資料をいただきました、この中に

もテニス場の計画といいますか、町民プールを中心とした地域にで

すね、いわゆる健康づくりを推進するための、町民プールを中心に

したエリアをテニス場にというふうな計画が出ておりますが、具体

的に､どういった方向に向かっているのかをお聞かせを願いたいと

思います。 

教育長（川井正一君） 

   お答えいたします。あの整備計画ができたとき、10 年計画の総合

計画でございますが、幅広く、町民プールを健康増進的な役割を持

つ施設として今後活用したいと。そういう意味合いで､プールを中

心とした整備計画ということで、計画には位置づけをしております。

その後、本年度に入りまして、テニスの利用されている方々からテ

ニスコート、現在の２面では足らないと、いうようなことであと２

面の増設、さらには練習場の壁打ちの練習、それを整備してほしい

という要望をいただいたのが、本年度に入ってからでございます。 

総合計画の整備計画を、10 年計画を立てるときには、テニスコー

トという文字はそれには入っておらなかったと思いますが、町長が

前からおっしゃってますとおり、これはＰＤＣＡサイクルで回して

いきますので、そういったことを踏まえて今後その総合計画の 10 年

計画の中にテニスコートも位置づけをしていきたいと、そのように

考えております。以上でございます。 
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８番（中村卓司君） 

   総合計画をそのような位置づけにしておりますという教育長の

お言葉ですが、それは､新設の請願書、署名が出てきておりますよね。

それに対応する上で、新設の検討もありでそういうふうに考えてお

りますというお答えをいただいたのか、その辺はどうですかね。 

今、テニス場がですね、この間はかってきました。今あるのが 50

メートル角ですね、あれ、大体が。あの２面ではいけないというふ

うなことが出ておりましたんで、それを受けてのその整備計画なの

かどうか、ちょっとそれを聞かせてください。 

教育長（川井正一君） 

   先ほどお答えしましたのは、総合計画の 10 年の現在の計画の中

でのお話との整合性が今のところ取れておりませんので、その視点

からの答弁をさせていただきました。 

   それで、本年度、テニスコートの利用者の方から、そういった整

備してほしいという要望をいただきました。そういったことを受け

て、現在は整備計画を策定するまでに至っておりませんが、私ども

も現在のあのテニスコートが、例えばテニスコート、町民プール含

めたあの敷地内におさまるのかどうか、そういった具体的検討も既

に始めております。 

   今後はですね、テニスコートの利用者や指定管理者の意見も伺い

ながら、平成 30 年度における施設整備を目指して､具体的に検討を

進めてまいりたいとそのように考えております。以上でございます。 

８番（中村卓司君） 

   30 年度をめどに新設っていうふうなことも検討の中に入れてい

くということですよね。それでいいですかね。 

   それでですね、その現場に行っておりました。教育長も多分見て

おられると思うんですが。あの周辺で新しいテニス場をつくるとい

うことになると、一番くっついておったらいいんで、今のプールの

西側の駐車場が２段になってまして、上段と下段がありまして、上

段も確か町の土地だと思うんですが。それをはかってみますと、110

メーターぐらい、長さで。奥行きで 35 か 40 メーターぐらい、ちょ

っとこう菱形になってますんでね、あこ。ちょっと具合いが悪いか

なと思いますけれども、それでもテニス場が２面、３面は、という

か壁打ちもできるくらいの面積はある。こう、方向性があるかもわ

かりませんけれども、とれる面積がありますね。それも含めてです
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ね、教育長、30 年度にはそういった方向も考えているということで

ございますので、なると、予算が来年の、ことしの 11 月ごろには予

算のことも考えて､来年度の予算に入るかなというふうな思いもあ

りますが、それでようございますか。 

教育長（川井正一君） 

   まだ詳細は全然決まっておりませんが、私どもとしても、新たな

土地の取得をしなくても済む方法ということで要望いただいてお

りますテニスコート２面と壁打ち練習場､それを現在の町民プール

全体の敷地内におさまる方向で､今後、具体的に検討を進め、平成 30

年度、整備できるように今後、予算措置をどこかの時点で議会にお

願いするという段取りで進めていきたいと思っております。以上で

ございます。 

８番（中村卓司君） 

   ありがとうございます。あれぐらいの署名が集まりましたんで、

それに中学生、それから小学生、それから一般の方ももちろんです

けども、大変頑張っておられますんで、その要望の期待に応えるよ

うによろしくお願いをしておきたいと思います。この質問は以上で

終わります。 

   最後の質問をします。 

   さかわぐるぐるバスということで、試験運転が行われようとして

おります。その中身について、ほかの議員さんからも質問ありまし

たので、その実証運転そのものではなくて、それ以外にも何か考え

る必要がありはしないかという質問です。 

といいますのは、せっかく新しいことを始めるのだから、この機

会に、この際に、こんなこともやってもおもしろいよね。まじめに、

おもしろく。いわゆるキーワードも入れるような、このバスってい

うものを考えておかなければならないんではないかという、私なり

の考えです。 

   その中身について、いわゆるその委員会ですかね、人数が集まっ

て委員会をしておりますので、その方についての話もあろうかと思

うんですが、まじめに､おもしろく。が、まじめなはいいんですけど、

おもしろくが足りないように思うんですが、その点何かお考えがあ

りましたら聞かせてほしいと思います。 

チーム佐川推進課長（片岡雄司君） 

   中村議員の御質問にお答えをさせていただきます。まじめに、お
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もしろく。という点で言いますとですね、今回、実証運行を行うに

当たりまして、１台のバス、コミュニティーバスを購入するように

してますが、そのボディーですかね、ラッピングについてちょっと

御説明をさせていただきます。 

   佐川町地域公共交通会議で検討しですね、委員の皆さんに意見を

出していただきまして、この車体のデザインにつきましては、牧野

富太郎博士のゆかりのシコクバイカオウレン、サカワサイシン、ソ

メイヨシノ、スエコザサ、フクリンササユリ、ジョウロウホトトギ

スなどの植物をボディーのほうにですね、ラッピングをするように

しております。また、あわせましてチームさかわのロゴも同様にラ

ッピングするようにしておりまして、また植物に表情をつけるなど、

趣向を凝らしているところでございます。 

   車体の後方部にはですね、牧野博士のですね、お茶目心から生ま

れたくるくるまきののマークを大きく描いておりますし、このくる

くるまきののデザインはですね、高知県立の牧野植物園よりデータ

をお借りしまして、ラッピングするとしておりますので、使用する

車両はですね、茶目っ気と遊び心が入った、まじめに考えて､おもし

ろく発想した、みなさんの意見を取り入れさせていただきまして､

大変かわいらしく文教の地にふさわしいような車体デザインとな

っております。以上です。 

８番（中村卓司君） 

   交通会議の中で話し合いが十分になされているようで、私が余分

なことを言うて申しわけないところもあるんですが、牧野富太郎の

形で、そのぐるぐるバスっていうのを運行しようかというふうなこ

となんですが、大変結構だというふうに私も思います。 

   ですけど、この際、そのバス自体をもう牧野一式で、何にも､内容

もやればどうかなというふうな思いもします。バスの名前も、例え

ばですよ、富太郎バスとか､公募をするって言いましたんでわかり

ませんけれども、全部牧野で押し通す。ほかのことを入れずに､あの

バスだけは牧野富太郎で押し通すほうがいいんではないかと思い

ます。 

   佐川には、田中光顕もおり誰やらもおり、何とかとかいうがを全

部押し込んでしまいますと、何かぼやけてしまう。だから牧野富太

郎一式でバスを走らすんだみたいなことにして、町外の方にもその

バスに乗ってみたいなというふうなバスをですね、したらどうかと
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いうふうな思いがありますので、これは何回も言いますけども、交

通会議がありますので、それに､別に横やりを入れるわけではござ

いませんけれども、そういったほうがいいんではないかというふう

に思います。 

そこでですね、自分なりに、どういうのがおもしろいかなという

のを考えてみました。バスの中のイメージも、テレビ画面をつけて

牧野富太郎の思いを町民の人にしゃべってもらうとか、それから運

転手さんに、案内するに牧野の知識を知ってもらって車内サービス

とかするとか、アナウンスで流すとか、それから停留所の名前、全

部花の名前で全部するとか、いろいろそのいわゆる牧野で押し倒す、

いうふうなことがいいんではないかと思いまして、少し、これを、

牧野の本を前買ってましたんで、武内さんの、これ町長も読んだこ

とあるかもわかりませんが。この本の中に実はおもしろいことがた

くさん載ってまして、読むんですけれども。 

牧野富太郎さん、子供 10 人ぐらいおって、その道に大変たけちょ

ったそうです。佐川に嫁さんがおって、東京にも嫁さんがおったそ

うです。２人。その牧野さん、東京で、22 歳のときに東大に入るん

ですけど、15 円。給料が 15 円。そのときに、おんなじおった夏目漱

石が 66 円だったそうです。15 円というのはね、今の相場でお米に

換算すると 15 万ぐらい。だから夏目漱石は 66 万ももらいよったと

いうらしいですよね。 

そこで、大変貧乏な学生するときに､向こうで知り合った貸家のお

嬢さんと結婚をして､たくさん子供さんができるんですけども、佐川

にもお嫁さんがおって、貧乏暮らしをしよったときに佐川の嫁さん

に金を送れっていうことで送らしたいう、10 年もそれを経過したと

いうふうな話もこの中に載ってます。 

そこでですね、何を言いたいかというと、町長は大変顔が広いん

で、僕はこんなことをしたらどうかと思うんですが、朝ドラに､牧野

富太郎の妻みたいな、朝ドラに組んでくれるようなことをすると、

また佐川町も売れるんではないのかと。ＮＨＫに知り合いが町長お

りませんかね、偉い手に。頼んでいただいてですよね、そんなのと

かですね、山本一力さんに本を書いてもらって、それを売り出すと

かですね、その道を知りませんかね。 

そういった、いわゆる牧野富太郎でどんどんどんどんやるってい

うのがが、一般的に地味なような内容をすると思うんですが、この
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本の内容を見たら、めちゃくちゃ地味なようでめちゃくちゃ楽しい

んです。まじめに、おもしろくが、まさに牧野富太郎ではないろう

かというふうに思っていますが、そういったような、町を挙げての、

何て言いますか、やってみる気持ちはありませんかね。その、牧野

富太郎を世に売り出す方法をいっぱい考えてみるみたいなことをや

ってみませんか。どうですか。 

町長（堀見和道君） 

   お答えさせていただきます。今の質問は地域公共交通からは、か

なり外れた部分での質問かと思いますが、やはり佐川町、ブランド

戦略と、ブランディングという中で、やはり牧野富太郎博士ゆかり

の町、植物の町という切り口は大切だというふうに考えております。

ＮＨＫの朝ドラにしていただくといいよねという話も、町内でもし

たこともあります。残念ながらＮＨＫに知り合いの方はいませんが、

高知支局には知り合いがおりますので、少し、朝ドラはどのような

流れでつくられていくのかねと、地域の取り組みってどういうこと

になるのかねと、そのあたりの話は聞いてみたいなぁというふうに

思います。 

一足飛びにはいきませんけども、やはり植物の町という切り口で

しっかりと佐川町がＰＲできればいいなというふうに思っておりま

す。以上です。 

８番（中村卓司君） 

   すみません、すみません。公共交通の中からぐるぐるバスがそっ

ち向いてどんどん行きましたけども。 

言いたいことは、せっかくぐるぐるバスやるんで、ほかにない、

何かおもしろい、その、まじめに、おもしろい。いわゆる何回も言

いますけども、そういう部分を入れていく必要がある中で牧野富太

郎という部分がという思いがありましたので、話がだんだん脱線し

ていきましたけども、ぜひですね、その中身も十分に検討していた

だくようにお願いをして、交通会議の方にもですね、そんなお話も

していただければありがたいかなというふうに思っております。 

いくつかの質問をさせていただきました。大変誠意あるお答えが

いただけたと思いますし、６月には高北病院にパネルができてると

いうふうにも思っておりますので、その点もよろしくお願いを申し

上げまして、この場からの質問は終わりたいと思います。ありがと

うございました。 
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議長（藤原健祐君） 

   以上で、８番、中村卓司君の一般質問を終わります。 

   ここで、45 分まで休憩します。 

 

   休憩  午前 10 時 28 分 

   再開  午前 10 時 45 分 

 

議長（藤原健祐君） 

   休憩前に引き続き、会議を開きます。 

   引き続き、一般質問を行います。 

   ３番、邑田昌平君の発言を許します。 

３番（邑田昌平君） 

   ３番、邑田昌平です。通告に基づき一般質問を行います。私の今

回の質問では、職員の飲酒運転事故に関する答弁は町長みずから答

弁をお願いします。 

   初めに、昨年 10 月 28 日の高知新聞に、佐川町職員が飲酒運転の

疑い、高知市で電停に衝突事故と大きな見出しが載っていました。

記事によると、佐川町収納管理課の男性係長が飲酒運転による自損

事故を起こし、高知署が飲酒運転容疑で任意の取り調べをしている

ことを町が公表しました、というものでした。 

   町によると、この係長は 22 日午後８時ごろから 23 日の午前３時

ごろまで酒を飲み、６時 30 分ごろまで休息し、その後７時過ぎ、電

停の柵部分に追突する事故を起こした。係長は飲酒運転を認め自宅

待機中とのことで、横山総務課長は「このような事故を起こし、ま

ことに申しわけない。厳正な処分を行うとともに、服務規律の徹底

を図り、町民の信頼回復に努めたい」とコメントしたとありました。 

   これを見た町民は、事故から５日もたっているのに今まで何をし

よったがやろうとか、町長がもみ消そうとしたがができんかったや

ないのかとか、いろいろ憶測が飛んでいました。また、なぜ総務課

長が新聞に出るが。町長が謝罪をせないかんがやないか、と不思議

がっていました。私もそう思います。そして、その翌日 29 日の高知

新聞には、横浜市で集団登校中の児童の中に車が飛び込み、小学１

年生が死亡するという何とも痛ましい記事が載っていました。 

   この係長が起こした飲酒居眠り運転事故は、たまたま電停に突っ

込んだからよかったものの、まかり間違えばこの横浜市の事故から
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さらにそれ以上の大惨事になっていた可能性もあります。 

   そこでお伺いします。この飲酒事故を起こしたという事実を、な

ぜ５日も公表しなかったのか、また、なぜ総務課長に発表させたの

かについて、答弁願います。 

町長（堀見和道君） 

   御質問いただきましてありがとうございます。今回の事故につき

ましては、事件につきましては、大変残念でなりません。ただただ

住民の皆様にはおわびを申し上げたいというふうに思っておりま

す。 

   ただ、今回の事件につきましては、公務上の事件ではないという

こと、また私が管理監督責任を負ってる立場として、日ごろ何もし

ていなければ、それは全く問題があるというふうに思いますが、日

ごろから事あるごとに服務規律、飲酒運転はしないようにというこ

とは庁議の場ですとか、職員が一堂に集まったときに、繰り返し繰

り返し話はしておりましたので、そうは言いましても、私自身まだ

まだやることがあったんではないかということで、今回は私初め副

町長、あと課長、懲戒処分ということにしましたが、それが今回の

事件の、町としての１つの判断とはなっております。 

   高知県におきましては、県の職員が公務外のところで飲酒運転を

したりとかですね、そういうことあったときに知事並びに副知事、

教育長、警察署長ですとか、一切懲戒処分で責任はとっておりませ

ん。公務上の過失があった場合には確実に責任をとってると。懲戒

処分を受けてるという形にはなってようかと思いますが、今回は、

あくまでも公務外の事故であったということをまずは御認識をい

ただきたいというふうに思います。 

   なぜ５日もかかってしまったのかということについて、お答えさ

せていただきますが、あえて隠そうとしたというようなことは一切

ありません。慎重に、まずは事実確認をする。本人から、てんまつ

書による報告を受ける。県の市町村振興課並びに警察にもいろいろ

ヒアリングをする。弁護士にも確認をとる。など、いろいろな手続

を踏まえて、５日後の発表ということにしました。 

   逆に、この発表につきまして、警察のほうからは、なぜ発表する

んだという連絡も入ってはおりましたが、これはあくまでも町とし

てしっかりと処分を下すという姿勢でマスコミに対して報道をさ

せていただきますということで警察のほうにも話をした経緯があ
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ります。 

   なぜ、町長みずからがマスコミに対して報道しなかったのかと、

説明をしなかったということに関しましては、まず役場の中でも、

私町長、副町長、その次に、役割、責任を持ってます総務課長、役

場全体の人事を司る課の課長であります。その課長からまずは報告

をさせるという判断をいたしました。最終的に、役場の中での懲戒

委員会を経て、役場としてしっかりと懲戒処分を命じるときに、私

から改めてマスコミに対しては報道するという判断をとりました

ので、このような経緯になりました。以上です。 

３番（邑田昌平君） 

   そして 11 月５日の高知新聞には、飲酒運転で事故を起こした収

納管理課の職員を 11 月４日付で停職１年、主任に降格する懲戒処

分を発表したと載っていました。このとき町民は初めて職員の名前

を知ったわけですが、公務員は率先して法令を守らなければならな

いのは当然の義務ですが、特に職員は係長時代、法令に照らして厳

しく税金を徴収し、差し押さえをするなど、まるでゲーム感覚かテ

レビドラマのようにやってきたとのことで、町民は敏感に反応して

いました。大方の町民は、公務員が飲酒で事故を起こしたがやった

ら懲戒免職ながやろう、どうしてよ、ということばかりでした。 

また町民が、いの町や高知市などで町外で仕事をする建設現場な

どでも、佐川町は飲酒居眠り事故でも首にならん、えらいのう、ゆ

るいのうなどと笑われ、情けなくまた恥ずかしかったと言っている

人もいました。 

こういう事件のたびに新聞に目にしますが、県の職員は大体即懲

戒免職、いわゆる首になります。もう随分昔のことですが、私も県

の職員時代に、同僚が職員の懇親会の翌日早朝、出勤途中に土佐市

の長い交差点の途中で信号が赤にかわったため車を止めたところ、

ちょうどたまたまそこに不信に思ったのかパトカーが来て、いわゆ

る二日酔いであろうが飲酒運転にかわりはないということで、懲戒

免職になりました。 

今回の件についても、処分の基準について他の市町村の例に参考

したという説明があったと思いますが、一番参考にすべきは県の事

例ではないですか。人事院勧告で給料を上げるときなど都合のよい

ときだけすぐ県にならっているという説明を聞きますが、これはお

かしいじゃないですか。いずれか都合のよいときだけすぐに県にな
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らうという説明を聞きますが、これはおかしいじゃないですか。懲

戒免職を受け、職員はこれを不服として裁判となれば、正々堂々と

受けて立つべきでないですか。 

そもそも懲罰委員会で初めから免職ということは選択肢の中には

なかったのですか。職員の懲罰委員の責任者は副町長ということら

しいですが、裁判が遅れるにしても最高責任者は町長です。なぜ、

町民が疑問に思っているように懲戒免職にならなかったのか、ある

いはしなかったのか。この事件は大変悪質で、しかも常習的にも思

います。朝の７時までなれば、交通量も多くなり検問はないという

ことなどを知っている自動車運転をしたという非常に悪質きわまり

ない事例だと思いますが、町長、答弁願います。 

町長（堀見和道君） 

   お答えさせていただきます。懲戒委員会の中でも免職でも仕方が

ないんではないかという意見が出ておりました。高知県につきまし

ては、今、免職ということに、条例のほうで決まっておると思いま

す。今回の判断につきましては、県の処分についても参考にいたし

ました。 

   ただ、日本全国の最近のこの飲酒運転に係る事件についての裁判

を見ておりましたところ、免職では厳し過ぎるんじゃないかという

ことで、裁判所の判定がありまして停職というふうに裁判の判決が

おりている事例が最近多くなっております。そういう今の社会情勢、

裁判所の判断等も鑑みまして、役場の懲戒処分としましては最終的

に私が、懲戒委員会からの意見を参考にして停職１年と。これもか

なり厳しい懲戒処分ではあります。最終的に私としましては、停職

１年という判断をさせていただきました。以上です。 

３番（邑田昌平君） 

   ついでに申し上げておきますが、11 月 16 日にも飲酒運転をして

いた県の幡多福祉保健所の女性職員を懲戒免職にしたと報じてい

ます。この女性職員は、８時から 10 時ころまでの間に中ジョッキ半

分に満たない程度の返杯の日本酒に口をつけた程度の飲酒をした

とのことです。佐川町の職員が朝まで飲んでいたケースとは全然、

状況が桁違いです。また 12 月９日にも県警本部の巡査長が飲酒運

転し、自損事故を起こしたとして懲戒免職となっています。 

   このように、今や飲酒運転は社会的に大きな犯罪であり、総務省

や警察、安全協会など国を挙げて撲滅に努めているところですが、
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佐川町は何と緩い。このように飲酒運転は重大な犯罪であり、免職

が当たり前となっている時代ですが、どうですか町長、今一度。 

町長（堀見和道君） 

   お答えさせていただきます。邑田議員のおっしゃることも十分よ

くわかります。高知県は、条例で決めておりまして、全国的にもこ

の飲酒運転に関して、県として厳しくやっております。佐川町も県

に倣うっていう考え方もあろうかと思います。今回は、高知県の事

例も踏まえ、日本全国の裁判の判決の事例も踏まえ、佐川町として

最終的に私が、厳しい、本人にとっては厳しい処分の１つでもあり

ます停職１年という判断をさせていただきました。以上です。 

３番（邑田昌平君） 

   祝賀会などで町長自身が乾杯の音頭を取った場で、酒のまったい

堀見ですということを言っていますが、それはユーモアであり笑い

もとても結構と思いますが、しかし、町長自身が会長として招集し

た会議を病気ということで欠席したようですが、出席者からは、ど

うも二日酔いで来んがやないがなどという声もありました。よもや

そんなことはないと思いますが、もしそうだとしたら、職員に示し

がつかなくたがが外れっぱなしになるのではないかと危惧します。 

   ところで町長、この二日酔いというのは病気ということになりま

すか。町長、見解をお願いします。 

町長（堀見和道君） 

   お答えさせていただきます。おかげさまで最近は二日酔いという

こともないような飲み方ができるようになってまいりましたが、二

日酔いは決して病気だとは思っておりません。以上です。 

３番（邑田昌平君） 

   次に、職員の任命責任のある町長、副町長自身の処分も、町民の

間では、あんな飲酒居眠り事故を起こしておいて、たったあればの

もんかという声も聞かれます。このことは、12 月の議会のとき永田

議員が何か同じような質問をしていたように思いますが、この不祥

事に対して、過去にさかのぼって町長、副町長、助役はどのような

事例でどのような減給あるいは責任の取り方をしてきたのか、わか

るだけで結構ですので、答弁願います。 

町長（堀見和道君） 

   お答えさせていただきます。佐川町に限ってのことになりますが、

特別職が職員の不祥事により処分された事例ということで直近の
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３回について回答をさせていただきます。この３回は、いずれも公

務上の問題に対する処分ということになっております。 

   平成 17 年、高北国民健康保険病院不明金問題の監督責任。町長、

減給 10 分の３、３カ月。助役、減給 10 分の２、２カ月。収入役、

減給 10 分の１、１カ月。２点目が平成 21 年広報紙上における個人

情報の遺漏に伴う監督責任。町長、減給 10 分の１、１カ月。３点目

につきまして平成 22 年固定資産税の課税誤りに伴う監督責任。町

長及び副町長、減給 10 分の１、１カ月。となっております。以上で

す。 

３番（邑田昌平君） 

   ところで、飲酒運転を承知の上で、検問のない時間帯を待って運

転をし、居眠り事故を起こしたという極めて悪質とも言える職員は

自宅待機中、あるいは自宅謹慎中とあったが、私はこれは自宅で反

省し、追って沙汰を待つまで待てという意味だと思いますが、町長、

どう思いますか。 

町長（堀見和道君） 

   お答えさせていただきます。全く、24 時間自宅謹慎というふうに

は解釈をしておりません。以上です。 

３番（邑田昌平君） 

   そして職員は、11 月４日に停職１年の処分が決定されたにもかか

わらず、11 月 13 日に南国スポーツセンターで行われた柔道大会に

出席しているふしがある。また高知市内の夜の繁華街でも職員らし

き人物を見かけるという話をよく聞きます。 

   また、本人自身も、インターネット上で、高松でおいしいうどん

を食べたりして有意義な日を過ごしていますなどとアップしてい

る。一体どうなっているのか、本人は、罪を犯したという感覚が全

くないのではないか。普通なら、できるだけ人目を避けたいと思う

と思いますが、まるで反省などしているようには見受けられません。

何か褒美のような、バカンスをもらったようにるんるん気分です。

また、休職中はアルバイトも禁止されていると私は理解しています

が、町長はどのように伝達しているのか、またどのように指導して

いるのか、町長、答弁願います。 

町長（堀見和道君） 

   お答えさせていただきます。先ほどの邑田議員のお話はですね、

事実かどうか私も全く確認をしておりませんので、答弁は控えさせ
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ていただきたいと思います。以上です。 

３番（邑田昌平君） 

   アルバイトができないのは、公務員の兼職が禁じられているため

で、停職中もこの規定が働いていると思います。このような悪質極

まりない事件を起こした職員が刑事事件で起訴されないようする

ため、嘆願書を提出する動きがあったと聞きますが、どのようなも

のであったのか、この行動は町長が指示したものだったか、そうで

なければ町長はこの動きをどう思ったのか、全く身内に甘く町民に

厳しい堀見町政そのもので、良識ある職員からは拒否されゆうと聞

きますが、町長、副町長も署名されたのか。 

また佐川町職員には、町長、副町長を含めて危機管理意識という

ものはないのか、あるとすればこの程度のものなのか、町外の人か

ら笑われて町民がくやしい思いをしていますが、これらの点につい

て、町長、答弁願います。 

町長（堀見和道君） 

   お答えさせていただきます。なかなか厳しい邑田議員からの御指

摘、御質問であります。大変、私も反省をしております。今回の嘆

願書につきましては、私が指示をしたものではありません。私は署

名もしておりません。先ほど、アルバイトの件、先の質問にお答え

するのを忘れておりましたが、しっかりと裁判所での刑が出るまで

はアルバイトも含めて仕事をしてはならないというふうに伝えて

おります。以上です。 

３番（邑田昌平君） 

   勤務時間中の署名活動であれば、職務専念義務に違反しこの職員

を処分すべきではないか、また役場の備品を使って嘆願書を作成し

たなら、その領収書があるわけです。その領収書はないものですか。

町長、答弁願います。 

町長（堀見和道君） 

   お答えさせていただきます。その点につきましては事実確認がで

きておりませんので、答弁は差し控えさせていただきます。以上で

す。 

３番（邑田昌平君） 

   職員は 12 月に起訴されたと聞きました。これは警察が刑事事件

として犯罪の裏付けがとれたということだと思います。公務員が起

訴されれば、おのずと職務は停止されますが、職員は既に停職とな
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っていますので、この件は効力が及びません。しかし、これから裁

判が始まります。あるいはもう既に始まっているかもわかりません

が、何らかの判決が出ることになります。こうした悪質な飲酒居眠

り事故というのは 99％有罪になるとの情報や過去の判例があると

聞いています。 

そこで町長に伺いますが、職員が禁錮以上の有罪判決になった場

合は、職員の身分はどうなりますか。地方自治法第 16 条に該当し、

直ちに失職する以外にないと理解していますが、どうですか。 

町長（堀見和道君） 

   お答えさせていただきます。今、裁判を行っている最中でありま

す。判決が出まして禁錮以上の刑、執行猶予がついてもし禁固以上

の刑でありますと、地方公務員法におきまして失職ということにな

ります。以上です。 

３番（邑田昌平君） 

   こうした重大な事件を教訓に、横山総務課長の言う服務規律徹底

がどう図られているのか、また、町長は二度と不祥事を起こさない

ように、町民の信頼回復に向け全員一丸となって全力を尽くすと言

っているが、一体どんなふうに取り組んでやっているのか、全くわ

かりません。喉元過ぎれば熱さを忘れる式、旧態依然だと思います

がどうですか。具体的に組んでいるのか、実行性があるのか、町長、

答弁願います。 

町長（堀見和道君） 

   お答えさせていただきます。二度と起こらないようにというふう

に、しっかりとみんなで誓ってですね、今取り組みをしているとこ

ろでありますが、まず、庁議の場におきまして、各課長に対して課

内会で飲酒運転は絶対しないように、服務規律の徹底、綱紀粛正、

しっかり、課ごとに課長の責任で話をしてほしいということを言っ

てます。できる限り、毎月毎月、庁議の場で話をしていきたいと、

そのように思って今取り組んでいるところであります。 

   また、年末年始、職員に対して訓示を述べるときですとか、事あ

るごとに飲酒運転はしないようにという話をしております。先日も

役場職員の組合の懇親会がありましたが、その場で、職員のほうか

らその場に集まっている全員の職員に対して、きょうは楽しい懇親

会の場であるけれども、お酒を飲んだら絶対に車に乗らないように

ということを、職員も一番最初に話をしてくれておりました。 
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   そういうことが隅々まで行き渡っていくことが、とても大切だと

いうふうに思っております。この取り組みを今後もしっかり続けて

いくということを行っていきたいと考えております。以上です。 

３番（邑田昌平君） 

   総務課長の服務規程の徹底を図るということについてですが、職

員の勤務時間内の喫煙は余りにもルーズ過ぎます。町民からの声で

すが、役場の前の川沿いの道を歩いていたら、ほとんど毎日通るた

びに、役場の倉庫付近で職員がたばこを吸っているとのことです。

最近はちょっと気になるのか、前の道から外れた見えないようなと

ころで吸っている様相ですが、以前と余り変わらないと思います。

私も確認しています。 

町民の話では、ときには５～６人もたむろしているが、役場の仕

事はどうなっちゅうろう。あれはびっしりたばこを吸う休息時間じ

ゃないろうか。民間では仕事が始まる前にトイレも済まし、次の休

息時間か昼までトイレにも行けないのが普通です。あれじゃあ１日

のうちに何時間もさぼっちゅうがと同じじゃないかよという声を聞

きます。 

これは、私も見かけたことがありますが、例えば、１人が１日 10

本吸うとして、自分の席を立って戻ってくるまで 10 分かかるとし

て、約 100 分です。昔は机の上に大きな灰皿がありましたが、今は

そうはいきません。この 100 分時間は仕事はできないし、ほぼ毎日

のことです。たばこを吸わない職員とでは、勤務時間に大きな差が

出てくる。それでも給料は同じように払われ、町長、このような職

員格差は喫煙家の特権と言えるのですか。職員の中には不満が出る

のも当然だと思いますが、どうですか、町長。 

町長（堀見和道君） 

   お答えさせていただきます。喫煙につきましては、以前にも御質

問をいただきました。国や県の取り扱いも、検討に入れました。そ

の中で、庁議の中でも議論をしました。現時点では、最終的には喫

煙につきましては、勤務時間中の休憩の中でとるコーヒーですとか、

お茶を飲むとかですね、そういったことと同じ扱いということで、

喫煙をしてはいけない、業務時間中に喫煙をしてはいけないという

ことにはなっておりません。これは国も県もそのようになっており

ます。 

だらだらと喫煙をすることのないように、業務時間中に喫煙をす
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ることはやむを得ないが、それは権利として認めるが、決して、住

民の皆様から、喫煙ばっかりして仕事をさぼっちゅうと言われない

ように、しっかりと自覚を持った上で職務に当たってほしい。喫煙

をしてほしいということは伝えてあります。以上です。 

３番（邑田昌平君） 

   また、町民の血税を預かりながら、住民に不信感を抱かせるよう

な状況をそのままにしておいて、服務規律の徹底、全員一丸となっ

て全力を尽くすなどということは、それこそ、 

議長（藤原健祐君） 

   邑田議員、先にこっちのほうを。 

総務課長（横山覚君） 

   お答えをいたします。佐川町職員の服務規程というのがございま

して、この２条には、「職員は、町民全体の奉仕者としての職責を自

覚し、誠実、公正に、かつ、能率的に職務を遂行するよう努めなけ

ればならない。」また９条には、「職員は、勤務時間中みだりに所定

の勤務場所を離れてはならない。」また「職員は、勤務時間中一時所

定の場所を離れるときは、上司又は他の職員に行き先を明らかにし

ておかなければならない。」というふうに定められております。 

   今、町長が申しましたとおり、勤務時間中のですね、たばこにし

かり、コーヒーにしかり、座席を、席を離れるときには上司に一声

かける、もしくは職員にかける、そして長居はしない、すぐに戻っ

てくるというふうなことで対応しておりますけれども、今のところ

たばこについて、喫煙をだめというふうな形にはしておりません。

以上です。 

３番（邑田昌平君） 

   町民の血税を預かりながら、住民に不信感を抱かせるような状況

をそのままにしておいて、服務規律の徹底、全員一丸となって全力

を尽くすなどということは、それこそ絵に描いた餅なのではありま

せんか。 

   このようなことを１つとってみても、緩い佐川町役場を象徴して

いるように感じていますが、どうですか町長、再度、答弁をお願い

します。 

町長（堀見和道君） 

   お答えさせていただきます。私の至らないところがあることも承

知はしております。ただ、私が町長になってから今まで職員ができ
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ていなかったこと、意識をしていなかったことを改善をするように、

結構厳しくいろいろ言っております。それも、私から一方的に命令

するのではなくて、こういうところの仕事の仕方、こういう部分、

仕事の仕方、問題はありませんか。どうしたら改善できますかって

いうことを、できるだけ職員の皆さんに考えてもらうようにしてま

す。 

   邑田議員の発言、御質問もよくわかりますが、私が甘いからとか

ですね、私が緩いからとかですね、あたかも私がそのような職務執

行をしているかのような発言は、ぜひ控えていただきたいと、その

ように考えております。 

私は、住民の皆様から何か言われて、後ろめたいような仕事の仕

方は一切しておりません。その覚悟を持って、町長として職務に当

たっております。足りないところは足りない、反省をして、しっか

りと取り組んでいきたいと考えておりますが、ゆるゆるで、甘くて

やっているということはありません。 

過去の皆さんがどのような職務をされてきたかわかりません。役

場の幹部職員もどのように職員を指導してきたのかもわかりません。

ただ、私から見て改善すべきところは、しっかりとこの３年半改善

をしてきているという自負はあります。 

多くの住民の皆さんも、この議会の話を聞かれると思います。し

っかりと、私は、どのような姿勢で仕事をしているのかということ

を、広く住民の皆さんにもお伝えをさせていただきたいという思い

で、このような発言をさせていただきましたが、改めて説明をさせ

ていただきますと、今までと比べてもかなり厳しくやっているとい

う自負はありますし、他市町村と比べてもかなり細かく、住民のた

めに、住民目線で仕事ができるようにということで職務改善に取り

組んでおります。 

職員も一生懸命仕事をしてくれております。その自負はあります。

ぜひ、よろしくお願いします。ありがとうございました。 

３番（邑田昌平君） 

   いずれにしても、職員をしっかり管理していただいて、町民が恥

ずかしい思いをしないようにしてください。特に、副町長には、事

務方の責任者としてしっかりしていただきたいと思います。以上で、

この質問は終わらせていただきます。 

副町長（村田豊昭君） 
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   邑田議員さんの御質問にお答えをしたいと思います。先ほど、町

長の危機管理の問題、副町長も含めて名前を挙げておりましたけれ

ども、議員さんの御指名が、町長に答弁願いますということで、控

えておりましたので。 

   まず、１つの問題につきまして、今回の事例は職員として、一般

的に考えまして恥ずべき行為であることはもちろんのことでござ

います。ただ、庁内の職員管理においてでございますが、１つの考

え方として、職務に関しての部分と私的な部分と問題があります。

交通三悪は、世間の常識からしても、当然、常識的にもいかない部

分でございますので。 

今回の流れの処分について、まず行政が処分する行政処分、懲戒

委員会もそうですが、その事例に対する行政処分、それを超えた部

分は、御存じのように司法処分がございます。普通の場合、小っさ

な事例でしたら、行政処分をしたままで、検察当局、いわゆる司法

当局が検察のほうへ送致しない場合はそれで流れる場合もあります。

今回の場合は、検察のほうが裁判のほうへ、いわゆる司法処分もや

るということで、今、裁判をやられてます。 

私どもが懲戒委員会等々できるのは、弁護士さんとも話をしまし

たし、いろんな、県とも、市町村振興課とも話をしましたし、いろ

んな事例を調べた中で、行政処分としてやれることの最大の停職１

年というのを、いろんな委員さんの意見、課長さんが委員ですが、

懲戒委員会で言って最大の処分をしております。そこから後の部分

は、今度は司法処分へ移って、今、それが進行しているところでご

ざいまして、議員も申されました地公法 16 条の２において、司法処

分で禁固以上の刑云々が出てきますと失職するという流れになると

ころでございますので、そういった流れに従い、県下の事例、いろ

んな事例も検討の上対処したのがそういうことでございますので、

それなりの対応はしているつもりでございますので、御答弁をさせ

ていただきました。以上です。 

収納管理課長（西森恵子君） 

   今回の事件は許されるものではなく、弁解の余地はございません。

直属の担当課長として大変申しわけありませんでした。 

   日々の業務に当たっては、本課のおかれている立場から、法令遵

守の大切さを本人も一番よく熟知していたと思います。しかし、こ

のような事件が発生し、皆様や町民の方々に多大な御迷惑をおかけ
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したこと、残念に思います。 

二度とこのようなことが起きないように、公務員として一層のコ

ンプライアンスの確立に向けて、また失った信頼を再構築できるよ

うに、部下の指導をしてまいります。本当に申しわけありませんで

した。 

３番（邑田昌平君） 

   それでは、次の質問に移りたいと思います。 

   みんなでつくる総合計画について、であります。２千万もの大金

をかけて、なぜ京都の学芸出版社につくらせ、全戸に配布したので

すが、どうして２千万もかかったのかはわかりませんが、それは今

回は別にして、第５次佐川町総合計画が平成 28 年からスタートし、

この計画は、現在の課題を１つずつ解決していくことで、10 年後の

佐川町のあるべき姿に近づいていく、そのような計画であると理解

しています。 

その中には、具体的な施策として 45 の施策が示されております

が、特に、施策 26 から施策 31 までの健康と福祉に関する施策に対

して質問させていただきます。 

計画の中で、平成 37 年には人口は現在の１万 3,455 人から１万

1,768 人に減少し、高齢化率は現在の 37.6％から 42.3%になるとさ

れています。私自身は、全国のあの自治体でも指摘があるように将

来推計に関しては見込みが甘いと思います。人口は２割以上減少で、

１万人。高齢化率は 50％となるのではないかと考えています。つま

り町民の２人に１人は高齢者となるということです。これは町全体

の数字ですが、集落によっては高齢化率 100％になるところも出て

くると思います。既に消滅した集落もありますし、もう消滅寸前の

集落もいくつかあります。 

また、平成 30 年度には、介護保険と医療保険の同時改正があり、

29 年度は、第７期高齢者福祉計画、介護保健事業所 1 号計画になり

ます。このことを踏まえた上で町長にお伺いします。町長自身が描

く健康と福祉に関する将来像に関して、取り組んでいる、あるいは

取り組もうとしている具体策をお聞かせください。町長、答弁願い

ます。 

町長（堀見和道君） 

   お答えさせていただきます。健康とその後の言葉が少し聞き取れ

なかったものですから、もう一度質問をおっしゃっていただいても
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よろしいですか。 

   （「健康と福祉です」の声あり） 

   お答えさせていただきます。まず、健康はですね、自分で取り組

む健康と、地域の人で支え合ってつくっていく健康と、地域で本当

に面的に広げていく健康といろいろあろうかと思いますが、それぞ

れのステージといいますか、自助、公助、共助、この部分を健康の

分野においても、しっかりと広げていきたいというふうに考えてお

ります。 

   今、実施してきている事業につきましては、地域ケア会議を実施

しております。あと、認知症の初期集中支援チームの編成をして、

今、清和病院と委託契約を結んだ中で取り組みをしております。認

知症サポーターの養成講座の実施もしております。あと、特定健診

の受診率の向上に向けての取り組みもしております。あと、もうず

っと長い取り組みではありますけども、生き生き百歳体操ですとか、

サロンの取り組みですとか、いろいろな形で健康と福祉の向上に向

けて取り組みをしております。以上です。 

３番（邑田昌平君） 

   今現在、町内特に黒岩や尾川など周辺部地区では、高齢者だけの

世帯や一人暮らしの世帯が増えており、また若者世代は地区から離

れていく一方で、そこに住む人たちの助け合いや草刈り、道づくり

など、共同作業によって支えられていた地域の暮らしが崩壊の危機

に陥っていると言ってもいい状態です。そこに住む高齢者たちは、

買い物もままならず、病気になっても病院に通院する足にも事欠く

人もいます。またこれから先、生活の不安を感じているという声も

よく聞きます。国の進める包括ケアシステムは、地域のこのような

現状を改善する上で大変役に立つものだと私は思います。 

そこで、町長にお伺いします。佐川町総合計画の施策 30 には地域

の力を引き出す地域包括ケア体制の整備がありますが、どのような

体制を目指しているのか、具体的にどのような取り組みを行ってい

るのか、また行おうとしているのか、答弁をお願いします。 

町長（堀見和道君） 

   お答えさせていただきます。今、地域包括ケアの体制整備に向け

て、関係各所、高北病院ですとか社会福祉協議会、その他民生委員

さん、いろいろ体制の構築に向けて取り組みを進めておるところで

あります。 
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   具体的な内容につきましては、健康福祉課長のほうから、今から

説明をさせますので、よろしくお願い申し上げます。 

健康福祉課長（岡﨑省治君） 

   邑田議員の御質問にお答えさせていただきます。この、町の総合

計画、これの施策、番号でいきますと 30 ということで、地域の力を

引き出す地域包括ケアの体制整備ということで、１つ、くくりをさ

せていただいておりますけれども、この中身といたしましては、３

点、まずあります。 

   １つ目は、地域ケア会議の活用の促進。それから２つ目として、

認知症患者の本人それから家族への支援の体制の充実。そして３つ

目として、地域ぐるみ体制の強化ということで、３点挙げています。

その３つに従いまして、具体的な取り組みについては、先ほどの町

長の答弁と重なるところもございますけれども、申し述べさせてい

ただきたいと思います。 

   １つ目は、地域ケア会議の活用促進ということで、平成 27 年度か

ら健康福祉課においてですね、地域ケア会議。これは介護保険の要

支援者のですね、ケアプランというものがございますけれども、こ

れの１件１件検証いたしまして、かかわっている専門職のレベルア

ップでありますとか、あと地域の課題、どういった社会支援が足り

ないかというようなものの情報の共有、課題の共有ということをし

ております。これは現在では、佐川町においては二月に１回、実施

をして、ケースの検討を重ねている。これが１点です。 

   そして２つ目の認知症患者の関係ですけれども、これは先ほど町

長が言いましたが認知症の初期集中支援チーム、これは昨年の７月

から清和病院と委託契約を結びまして稼動体制をとっております。

これは認知症の初期の段階あるいは疑われる方御本人はもちろん

ですが、御家族の方の相談を受けてですね、集中的にケアの体制を

とっていく。専門職による家庭の訪問であったり、場合によっては

ドクターの意見を聞いてですね専門的な機関へつないで、集中して

対応する。これは認知症の対応については、初期の対応が非常に大

事ということからですね、取り組みを進めているところです。あと

は認知症のサポーターの養成講座、認知症の方を支える地域ぐるみ

で支えるサポーターの養成講座。それから講演会といったものも行

っています。 

   あとは、３つ目に地域ぐるみの体制の強化ということですけれど
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も、これについても在宅療養いわゆる病院等から出てですね、在宅

での療養をするにはいろんな専門機関の支援といいますか、かかわ

りが必要になってきますが、こういったところについてはこの管内

では町立の高北病院、こういった高北病院と、あと私たちの健康福

祉課の地域包括支援センター、この職員たちが中心になって、退院

するためのスケジュールといいますか、退院スケジュールの構築、

システムの構築っていうのを取り組んでおります。これを平成 27 年

度まで行っておりますが、平成 28 年度からは地域包括支援センタ

ーが中心になって、在宅療養に向けてどういう課題があるかという

ことを研究検討する協議会を持っています。こういうところ、ある

いは相談支援体制の充実ということであれば、社会福祉協議会にあ

ります安心生活支援センター、これとの連携を図って地域ぐるみで、

認知症患者はもちろんですけれども高齢者の方々の支援を行って

いる、いうところがございます。現在、そういった取り組みを具体

的に進めているところです。以上です。 

３番（邑田昌平君） 

   私は、この仕組みをつくり上げるためには、強いリーダーシップ

が必要であると思います。なぜかというと、この仕組みは病院や施

設、介護サービス事業といった医療、介護連携ばかりでなく、衣食

住にかかわる多種多様な事業の連携が必要であり、また高齢者ばか

りに目を向けるのではなく、他市町村に見られるように地域包括ケ

アの仕組みを子育て支援の仕組みと組み合わせてみるとか、そのよ

うな独自性が不可欠であると考えているからです。病院や介護事業

所などの関係者からの話を聞きますと、地域包括ケアの必要性、有

効性は十分わかっているが、他業種へのアプローチが大変難しいな

どと声を聞きます。 

私は、この仕組みをつくり上げるためには、行政が強いリーダー

シップを発揮する以外にないと考えています。行政の強いリーダー

シップのもと、明確な目標を定め、包括支援センターを核として他

業種をまとめ上げることが成功につながる道だと考えていますが、

答弁を願います。 

健康福祉課長（岡﨑省治君） 

   お答えいたします。この地域包括ケアシステムは、もちろん行政

だけではなかなかできない。いろんな社会支援、また他職種の方の

連携をもって構築していかなければならない。また佐川町だけでは
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取り組みも限界があるところもございます。 

先ほど言いました例えば初期集中支援チームでは、清和病院とチ

ームを組んでおります。そういう中で、今までなかなか話ができな

かった例えば現場レベルでの保健師であるとか、あるいは清和病院

さんでいきますと看護師さん、そういった現場レベルでの話もかな

りできるようになっております。それから高北病院はもちろんのこ

と、いろんなその地域包括支援ケアシステムを構築するためにどう

いうふうにしていったらいいかということは、さまざまな協議会で

も話をしております。 

そういう中で、やはりこの在宅医療とか介護連携の問題について、

市町村がやはりリーダーシップを持ってやっていかなければならな

いというふうにも考えております。そういう中でいろんな取り組み

を今、確実に進めているところでございますので、御理解いただき

たいと思います。 

３番（邑田昌平君） 

   地域包括ケアシステムは、捉え方によっては子育て施設や雇用創

出につながるものだと思いますので、行政の強いリーダーシップを

発揮していただきたいと思いますが、町長、最後に答弁願います。 

町長（堀見和道君） 

   お答えさせていただきます。邑田議員のおっしゃるように、行政

のリーダーシップ、とても大切なことだと思っております。行政と

してしっかりとした方向性を指し示して、関係各機関と助け合いな

がらしっかり手を取り合って、同じ方向を向いてベクトルを合わせ

て、しっかりとこの地域包括ケアに取り組んでいけるよう、佐川町

として、執行部として、取り組んでいきたいと考えております。あ

りがとうございました。以上です。 

３番（邑田昌平君） 

   質問を終わります。 

議長（藤原健祐君） 

   以上で、３番、邑田昌平君の一般質問を終わります。 

   ここで、食事のため１時半まで休憩します。 

 

   休憩  午前 11 時 40 分 

   再開  午後１時 30 分 
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議長（藤原健祐君） 

   休憩前に引き続き、会議を開きます。 

   引き続き一般質問を行います。 

   １番、下川芳樹君の発言を許します。 

１番（下川芳樹君） 

   １番議員の下川芳樹です。議長のお許しを得て通告に従い、第５

次佐川町総合計画の内容について質問をいたします。 

   質問の前に、加茂地区で本年１月から２月にかけて開催された新

年度計画策定のためのワークショップの取り組みについて、一言私

見を述べさせていただきます。 

   本年４月より、よりよい加茂地区の実現を図るため、建築が進ん

でいる集落活動センター加茂の里が、いよいよ開所いたします。せ

っかくできたこの施設を地域のために有効に活用するには、開所と

同時に地域で実施していく事業の具体的な中身を住民みんなで話

し合い、みんなで計画し、みんなで実行していくことが大切です。 

そこで、新年度の事業計画、加茂地区アクションプランを作成す

るに当たり、本年度より連携を進めてきた県立大学の先生方を中心

に、県や町の職員の皆さんにも御協力をいただき、多くの住民の皆

さんに参加していただけるワークショップを開催することといたし

ました。 

これまで話し合ってきた加茂地区活性化計画の内容を振り返り、

実現可能な最優先事項を絞り込んでいく作業を行いました。県立大

学と加茂の里づくり会との協働では、大学の持つ専門的な知識や学

生参加で生まれる外からの力が地域内の力とうまく組み合わさった

ことで、新しく完成する集落活動センターを活用して、地域で活躍

できる組織づくりや人づくり、新しい商品の研究や具体的な販売方

法の話し合いなど、これまでになかった新たな取り組みも始まり、

将来に向けた希望の花も膨らみ始めています。 

今回の取り組みで、特に力強く感じたことは、役場職員の活躍で

す。女子力が弱い加茂地区に女子会をつくる計画が持ち上がり、大

学の事務局や県の地域支援員さん、健康福祉課の皆さん、加茂地区

の女性職員の皆さんの御協力を得て、地域への働きかけを進めてい

く計画づくりを始めました。 

その流れから、今回のワークショップへの取り組みにも御参加い

ただくことができました。３回のワークショップは、より多くの女
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性の参加を促すため、土曜日の午後に開催することといたしました

が、近年の就労事情では土日の勤務も多く、期待するほどの参加を

得ることができませんでした。 

しかし、貴重な休日をこの会のために割いて参加していただいた

女性職員の皆さんのおかげで、本当に充実した穏やかな話し合いが

できました。参加された住民の皆さんも、心強く、またうれしく、

楽しく感じておられたように思います。本当にありがとうございま

した。役場職員の持つ力の大きさを、また女子力を強く感じつつ、

心よりの感謝の気持ちと今後の御支援もあわせてお伝えを申し上げ

まして、３月定例会の質問に入りたいと思います。 

初めに、第５次佐川町総合計画の中で、教育分野の施策について

お伺いをいたします。 

平成 28 年度から始まった第５次佐川町総合計画は、大きく７つの

分野で構成されています。それぞれの分野別に計画されたその中身

は大変すばらしく、私も佐川町民の１人としてその実現に力を注ぎ

たい、10 年後の佐川町は、この計画のようにありたいと、日々熱望

しているところであります。 

しかし、佐川町加茂地区においては、この計画の実現が難しいと

思われる分野があります。それは、教育に関する分野です。皆さん

も御存じのとおり、加茂地区は昭和 30 年２月の町村合併のとき、日

高村と佐川町に分村した経緯があります。旧加茂村にあった小中学

校は、地元住民の強い思いから、そのまま地域に存続することとな

り、２つの自治体をまたぐ校区の設定を行ったことから、全国的に

も珍しい学校組合立の小中学校として、その歴史を刻んでまいりま

した。 

このような形態で実在する学校は、私が調べたところ高知県では

１カ所、全国でも 13 カ所しかない大変珍しいケースです。加茂地区

には、日高村、佐川町、いずれの教育委員会にも属さない独立した

教育委員会があり、両町村から選出された教育長、教育委員により

委員会が運営され、両町村の加茂地区から通学する子どもたちへの

教育に取り組んでいます。 

学校組合の運営についても、両町村から各首長、各議会議長、両

地域の議員各１名が参加し構成する学校組合議会により予算や方針

を決定して、単独自立の道を進んでまいりました。 

このような実情もあり、それぞれの自治体が策定した総合計画の
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中の教育分野を加茂地区で実現するに当たり、双方の子どもたちが

混在する中での煩雑な調整作業や双方保護者間の合意を得る必要な

ど、現実への道は大変厳しいものがあると私自身承知しております。

しかし、同じ佐川町に暮らす住民として、佐川町加茂地区に育つ子

供たちに、少しでもこのすばらしい総合計画を共有する機会をつく

ってほしいと考えるところからの質問です。 

初めに、第５次佐川町総合計画の策定に当たり、佐川町において

このような状況が加茂地区にあることを把握され、教育分野におけ

る町村間それぞれの総合計画の調整や学校組合との協議が行われた

のか、また何も行われていないのであれば、その理由についてお答

えをいただきたいと思います。 

教育長（川井正一君） 

   私のほうからお答えさせていただきます。この総合計画は２年間

かけて検討してまいったという過程がございます。そして、教育分

野につきまして、佐川町内でさまざまな町民の皆さんの御意見、ま

た教育分野に限らずいろんな分野で御意見を伺っております。 

   そして子供たちの意見も聞く場を設けて、事務局であるチーム佐

川推進課のほうで原案を作成して、それに対して教育委員会の意見

を出すと、そういったことを繰り返して現在の計画が仕上がってお

ります。  

そういった中で、私ども教育委員会から、例えば、いろんな施策

を進める中において学校組合との調整、あるいは学校組合と協議し

たりとか、そういったことはこの計画の策定に至るまで行われてお

りません。佐川町の各小中学校、基本的にそういった子供たちを念

頭に置いた中で、私どもとして総合計画の策定に携わってきたとい

うことでございます。以上でございます。 

１番（下川芳樹君） 

   教育長の教育委員会としての分野でのかかわりの中では、教育委

員会が管轄する小中学校についての取りまとめはされているが、教

育委員会が違う加茂地区、佐川町の加茂地区の子供たちが通学する

加茂小中学校についての意見については聞いていないというふう

なことでよろしいでしょうか。 

   あと、チーム佐川取りまとめの上でですね、事業を推進されてき

たわけなんですが、このように、佐川町、日高村、お互いに共通の

課題でありますそれぞれの町村の教育委員会に属さない学校が、お
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互いにその境界線上にあるということは認識され、この計画づくり

の中でそういうことについての検討がされたのかどうなのか、お答

えをいただきたいと思います。 

チーム佐川推進課長（片岡雄司君） 

   お答えをさせていただきます。もちろん、加茂小中学校のほうで、

未来づくりサロンということで、策定する前にですね、加茂の中学

校のほうでワークショップを開催させていただいて、子供たちのほ

うから加茂地区についてのいろいろな意見等も出していただきま

した。その意見を今回のこの総合計画にもいくつか反映をさせてい

ただいております。 

そういった意味で、事務局との調整というのは、そのワークショ

ップを開くときにですね、日程調整をしていただいたということで、

先生方も未来づくりサロンにおきましては参加をしていただいて、

手助けをしていただいて進めております。その中で、子供たちの意

見を反映させていただいていると思っております。 

１番（下川芳樹君） 

   策定を推進するチーム佐川推進課においては、加茂地区の学校に

おいて未来づくりサロンを子供たちを対象に行い、その中には教職

員も参加をして一緒に計画づくりに参加したというふうな経緯が

あるというふうなお答えでよろしいですね。 

   私には、佐川町加茂地区の子供たちに、佐川町の未来を引き継ぐ

次世代として、ぜひ共有してもらいたい総合計画の施策があります。

それは、施策番号１の佐川オリジナル教育による学力の向上、２の

地域資源に学ぶふるさと教育の推進、３の地域ぐるみ教育の体制づ

くり、であります。 

その施策に盛り込まれている佐川町独自のふるさと教育や地域の

資源の活用、地域の人材を生かした取り組みこそが、加茂地区で共

有したい内容です。自分が生まれたふるさとの人や自然、歴史、文

化に愛や誇りが持てる独自の地域教育こそが将来のまちづくりを担

っていく次世代にとって、最も大切な心の部分をつくっていくと私

は考えます。 

まず、総合計画の策定に当たり、教育分野で携わってこられた教

育長にお尋ねをいたします。加茂と佐川、それぞれの教育委員会で

立場の違いはあっても、同じ佐川町に育つ子供として共有したらい

いなあと思われる総合計画の教育施策はありますか。現在共有して
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取り組んでいる内容も踏まえて、ぜひお聞かせをいただきたいと思

います。 

教育長（川井正一君） 

   お答えいたします。基本的な部分で、現在、加茂小中学校と佐川

町の小中学校の子供たちがやっている事業がいくつかございます。

まずその、実際に今現在、連携共同という言い方がいいんでしょう

か。一緒にやっている事業を申し上げますと、少年の主張佐川大会、

また佐川町人権フェスティバルの人権まちづくり意見発表会、それ

から中学３年生の職場体験学習、これは一緒にやっております。そ

れからもう少し幅を広げますと、日高村、学校組合、佐川町、そし

て越知町という４つの教育委員会が一緒にやっている事業もたく

さんございます。その代表的なものを少し申し上げますと、子供が

絡んでいる部分で言えば、小学生の陸上記録会、水泳記録会、こう

いったものを一緒にやっております。 

また、教職員、学校との関係で言えば、学校事務の共同実施、そ

して中学校教科ネットワーク構築事業というものがございまして、

それぞれの教科の先生方が一緒になって研究事業、実践交流、教材

研究等を行っております。 

また佐川町、私どもが所管しております佐川町地域支援ネットワ

ークでは、加茂地区の子供たち、もっと幅広く大人も含まれる場合

もありますが、そういった、なかなか厳しい児童生徒、家庭への支

援、そういった面もやっておると。 

これが現在、現実にやっておるところでございます。そういった

中で、現在掲げられております施策１から３、この中で、それぞれ

の教育委員会独自の考え方がありますので、私どもから、これをや

ったらいいよということは言えないと思っております。 

ただ、確かに、総合計画という大きなものについては、佐川町が

策定したというものがございます。一方、教育委員会においてつく

れる計画がございます。これが教育振興基本計画でございます。私

ども、今、本年３月を持って策定するということで進めております

が、その教育振興基本計画は、当然、私ども今現在の第５次佐川町

総合計画の教育分野、それをしっかりと踏まえたもので今策定をし

ております。 

学校組合におきましても、佐川町の総合計画であったり、あるい

は日高村の総合計画、そういった部分の教育分野をしっかりと受け
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とめた日高村学校組合の教育振興基本計画を策定すると。そういっ

た方面で、それぞれの町村の取り組みを学校組合の中で取り入れて

いくと、いうな視点があってよろしいんではないかなぁというふう

に感じております。以上でございます。 

１番（下川芳樹君） 

   教育基本計画の中に、日高村、佐川町、それぞれの総合計画の中

にうたわれている教育分野の内容について、学校組合立の教育委員

会の基本計画を策定するに当たり、盛り込みがあるであろうという

ふうなお答えだと思います。 

   先ほど質問をさせていただきましたその３つの施策の中で、同じ

佐川町の住民として通っておられる子供さんに、これだけはちょっ

と、佐川町の子供として一緒に取り組んでみたらいいなぁ、これを

やることによって、その総合計画自体の一体性といいますか、教育

分野の中でも、これは一緒に考えていただいたらいいなぁっていう

部分、教育長のお考えでよろしいですので、ぜひ、教えていただき

たいと思います。 

教育長（川井正一君） 

   お答えいたします。これは今特に佐川町が、この総合計画あるい

は今策定しております教育振興基本計画の中でも、やはり、ふるさ

と教育という視点を非常に大事にしております。佐川の小中学生は

しっかり地域資源を活用してふるさとのことを学ぼうということ

をやっております。 

   また、この町内にございます佐川高等学校も同じく、さくら咲く

プロジェクトと題しまして地域学習、これは佐川町だけではなく、

校区であります日高村、佐川町、越知町、仁淀川町と、この４つの

地域学習を今しっかりやっております。そういったことを踏まえま

すと、加茂の子供たちにもやはり、ふるさとを知る学習、それはし

っかりやっていただくということが大事ではないのかなというふ

うに感じております。以上でございます。 

１番（下川芳樹君） 

   私の考えと同じでございます。ふるさと教育、本当に大事だと思

います。佐川の歴史を振り返ってみても、総合計画の中にも書かれ

ておりますが、やはり、人、歴史、文化というものが、その世代ご

との人間を育てることによって、佐川町が文教のまちと呼ばれるよ

うな礎となっているというふうに感じております。 
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同じ佐川町に住み、同じ総合計画を同じ視点で考えて、同じよう

に実現していきたいというふうに考えている御父兄の皆さんもおら

れると思います。子供さんの中にも、やはり佐川町に生まれた以上

は、そういう特別なふるさと教育、自分の地域にしっかりした愛着

が持てて、誇りが持てて、そういうふうなところに生まれてよかっ

たなぁ、将来は、この地域のためにぜひ役に立ちたいなぁっていう

ふうな、そのような考え方を上手に醸成していくような教育という

のは本当に必要だと思います。 

   そこで、この総合計画、やはり教育委員会がつくったものでも何

でもなく、町が町の指針として、佐川町がこうあったらいいなぁっ

ていうことで、佐川の子供たちがこのような子供たちになったらい

いなぁっていう視点の中で、町長のほうにお尋ねを申し上げます。 

   町長が総合計画の中の教育分野で、佐川町加茂地区の子供たちに

もぜひ取り組んでもらいたいと思う内容がありますか。あればです

ね、ぜひ、その実現のために加茂地区の教育委員会、学校組合とで

すね、調整をしながらですね、その実現を前進させていく努力をし

ていただきたいと思いますが、いかがでございましょう。 

町長（堀見和道君） 

   御質問いただきまして、ありがとうございます。下川議員のおっ

しゃるように、加茂地区の子供たちにも、佐川町の考える教育を一

緒に学んでいただきたいなぁという思いを持っております。 

   先ほど、教育長からも話がありましたが、佐川のふるさと教育、

この教育については、組合立の加茂小学校、中学校の子供たちにも、

できれば学んでいただきたいというふうに思っております。特に、

佐川町に誇りを持っていただける、佐川町の素晴らしさをしっかり

と腹に落としていただく、そのための教育をしていきたいと、その

ように考えております。 

   また、佐川町のオリジナル教育ということで、今、尾川小学校で

取り組みをしております総合学習の時間で、10 時間、今年度は取り

組みをしました佐川ロボット動物園。これ、ものづくり、プログラ

ミング、電子工作の勉強をする事業になりますが、これも加茂地区

の子供たちにも同じように学んでいただきたいなというふうに思

っております。 

   再来年度以降、佐川町内の各小学校でも、総合学習の時間で取り

入れていただきたいなということで、教育委員会並びに校長先生方
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には話しかけをしております。その中におきまして、日高村とも協

議をし、また組合立の教育委員会でも協議をして、できれば、日高

村、佐川町と加茂小中学校、全てにおいて、そのプログラミングを

地元の木を使って学べる。そういう教育を受けさせてあげられれば

いいなぁというふうに思っております。 

   総合計画をつくるときに、組合立の教育委員会に、教育分野に関

しては、こういうことを考えてますということで、少し目を通して

ください。何か意見があれば教えてくださいという、その人手を足

らすといいますか、そういう努力が少し欠けていたなぁということ

を反省をしております。 

   今後、教育施策を進めていく上で、日高村、村長さんとも教育長

さんともしっかり連携をとりながら、日高村と佐川町の子供たち、

加茂小中学校の子供たちがすばらしい学びができるように連携を

取りながら、しっかりと前に進めていきたいと考えておりますので、

ぜひまたお力添えをよろしくお願いします。以上です。 

１番（下川芳樹君） 

   大変心強いお言葉をいただいたというふうに感じております。加

茂地区は、昭和の分村以来 62 年間、日高村、佐川町の影響を受けつ

つ、その歴史を刻んでまいりました。保育園は、日高村、佐川町が

双方にあり、小学校で初めて友だちとなる日高と佐川の子供たち。

小中学校はともに過ごし友情を育むことができますが、成人式や地

区民運動会で顔を合わせることはありません。 

地域からは昭和の時代に分村、村を分けた先輩方への恨み言を聞

くこともあります。加茂は佐川じゃないがかえと大声で叫びたくな

る、日高の加茂でも同じような声を聞くことがあります。でも決し

て悪いことばかりではありません。双方のよいところを吸収できる

ということです。佐川や日高のよいところを大いに吸収できますよ

う、今後の取り組みを期待いたしまして、この質問は終わりたいと

思います。 

次に、産業と仕事分野の施策番号８、自伐型林業を核とした林業

の推進による雇用づくりについて質問をいたします。 

自伐型林業への取り組みについては、平成 26 年度から地域おこし

協力隊による事業の展開が進み、毎年度ごとの採用で、事業にも人

員にも厚みができたように感じています。また３年目を迎えた隊員

３名が順次退任し、地域に定住することになっていると町長の行政
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報告にありました。 

退任した隊員は、林業を含めた仕事をしていく予定で、今後の地

域での活躍が期待されるとのことでした。その一方で、これまで複

数回質問をさせていただいた退任後の自伐型林業での生活ですが、

経済的に自立してこそ地域での活躍が期待でき、今後の支援策が、

退任される隊員の人生や地域の活性化の行方を大きく左右するとこ

ろです。 

そこで、初めに、総合計画に掲げた施策の取り組みについて、現

在確定している具体的な内容まではいかなくても、決まっている内

容についてお伺いをしたいと思います。 

産業建設課長（公文博章君） 

   お答えいたします。施策番号８、自伐型林業を核とした林業の推

進による雇用づくり。そこにはその５つの取り組みを掲げておりま

す。 

その内容につきまして、まず１つ目の取り組みとしまして、林家

のスキル向上の場づくり。これにつきましては、担い手の育成目的

としまして、平成 26 年度から各種研修を実施しております。 

   担い手の育成目的としまして、町内の山林所有者や林業に関心の

ある方を対象とした研修会、そちらではチェーンソーの取り扱い講

習を初め、林業初心者でも山林整備ができるようになるための基本

的な内容についての研修を継続して実施をしております。また、高

知県林業学校の短期課程の紹介とか、ステップアップに向けた研修

なども開催をしているところです。 

   ２つ目の取り組み。自伐型林業に従事する地域おこし協力隊の雇

用についてです。 

   平成 35 年度まで毎年５名程度を継続して採用し、任期となる３

年間で林業に必要な知識と技術を身につけていただいた上で、任期

満了後は町内の山林を整備する核となる人材になってもらえるよ

うに支援をしております。 

   ３つ目の取り組み。放置されている山林資源の一元管理、整備に

ついてです。 

   山林資源の情報管理につきましては、本年度構築をしております

森林情報システム、森林ＩＣＴプラットフォームで、樹種や材積な

どの木の情報、それから土地の登記名義人や境界などの情報、さら

に間伐や作業道敷設などの施業情報などを一元管理できるように
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なります。これまでよりも効率的な山林管理が可能となってきます。 

   このように、山林管理情報の把握を進めていくなかで、放置され

ていることが判明した山林につきましては、町のほうで 20 年間管

理者として管理していく契約の締結を今、進めております。山林の

集約によりまして、効率的な森林整備ができるように取り組んでい

るところです。 

   ４つ目の取り組み。林業従事者への支援体制強化についてです。 

   山林の整備と経営を両立をさせる上で必要不可欠となる高密度

な路網整備を進めるための町単独補助、それから新たに林業を始め

た方が活用しやすい林業機械のレンタル補助を継続していくこと

で、林業従事者の費用負担が大きくなる時期を、支援をしてまいり

ます。 

   それから最後に、５つ目の取り組みでございます。森づくりの普

及・啓発活動の推進についてです。 

  町民の方に、山林や木に興味を持っていただけるような普及・啓発

活動を実施しています。本年度は、黒岩保育所の建設に合わせまし

て、柱となる木の伐採ややすりがけなどの体験活動を園児と一緒に

行ったところ、興味を示す子供が多数おりまして、小さいときから

山や木に親しむ木育の重要性を再認識したところであります。 

   来年度からは、出生時に町内産の木を使用した新生児用のおもち

ゃをプレゼントするウッドスタート事業というものについて、取り

組んでいきたいと考えております。以上でございます。 

１番（下川芳樹君） 

   項目別に詳しい説明をありがとうございます。次に、林地集約事

業について一歩踏み込んだ質問をさせていただきたいと思います。

平成 29 年度からは、毎年度退任する協力隊員が出てまいります。こ

れらの隊員が、自伐型林業により生計を立てていくためには、生活

の基盤となる林地の集約が欠かせません。平成 28 年度から始まっ

た各地区での林地集約の目標面積と、斗賀野地区で 90 ヘクタール

を超える実績の取り組みができたというふうな報告がございまし

た。その内容について、お伺いをしたいと思います。 

産業建設課長（公文博章君） 

   お答えいたします。林地集約事業の目標面積ですけども、数値目

標としまして、平成 37 年度までに１千ヘクタールとしておりまし

て、毎年 100 ヘクタール以上の集約を目指して取り組んでいるとこ
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ろでございます。 

   その集約につきましては、まずはその所有者の方に対しまして、

アンケート形式によりまして、山林管理状況それから今後の予定な

どをお伺いして、町に山林管理をお願いしたいという回答をいただ

いた方につきましてまた詳しいお話を聞きまして、集約のほうを進

めていくようにしております。現時点で 90 ヘクタールを超える山

林が集約できております。以上でございます。 

１番（下川芳樹君） 

   御説明の中に、目標年度は 37 年までに 1,200 ヘクタール、１千

ヘクタールですか。１千ヘクタールの目標面積を集約していくと。

毎年度 100 ヘクタールくらいの目標を持って集約をしていくという

ふうな内容でございました。アンケートによって、林地所有者の方

の御意見を聞きながら、集約作業を進めているというふうなことで

す。 

   その集約された斗賀野地区の 90 ヘクタールの内容なんですが、

主にですね人工林であるとか、団地性があるとか、林齢であるとか、

そういうことがわかっていればですね、重立った内容だけで結構で

すので、教えていただきたいと思います。 

産業建設課長（公文博章君） 

   お答えします。すみません、今ですね、その情報を手元に持って

いませんので、また後ほど回答させていただきます。 

１番（下川芳樹君） 

   平成 29 年度は、加茂地区で林地集約作業が展開される計画とな

っております。具体的な推進体制、集約予定地の山林、その内容等

をですね、来年度の事業計画でございますので、十分煮詰まってな

い部分もあろうかと思いますが、わかる範囲でですね、お答えをい

ただきたいと思います。 

産業建設課長（公文博章君） 

   お答えいたします。来年度、加茂地区を含めてですね、その集約

の範囲を拡大していきたいと考えております。その具体に、加茂地

区だけになるのかどうなのかはまだこれから、その実際、集約を進

めていくなかで決まっていくのかなぁというところではございま

す。 

   山林集約化支援員という人を新たに開所する集落活動センター

の運営団体と相談しながら各地区に広げていって、地域と一緒にな
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って検討をしてきたいと思います。集約を進める場所につきまして

は、山林所有者の調査が必要となりますことから、基本的には国土

調査の完了から間もないところ、そちらのほうを優先に取り組んで

いきたいとは考えております。 

   ただ自伐型林業、これを進めていく上では、地域の山を地域の人

が管理をして、それを仕事にできる。そのことで地域の担い手につ

ながっていくということが理想でありますので、林業の担い手が地

域にできた場合には、その地域の集約を優先度を上げて実施する場

合もあると考えておりますし、また地域の積極的な協力がいただけ

る場合についても同様に優先的に考えていきたいというふうに考

えております。以上です。 

１番（下川芳樹君） 

   集約の方法、計画については理解ができました。あとですね、そ

の集約をしていく対象の山林、例えば人工林であったりとか、人工

林の中でも林齢が 30 年、40 年とか、そういう基準というものは設

けているのかどうなのか、教えていただきたいと思います。 

産業建設課長（公文博章君） 

   お答えいたします。その集約を進めていく、その順序といいます

か、拡大していく広げていくエリアにつきましては、先ほども述べ

ましたように、実際、集約のできやすいところ、それから地域の熱

意のあるところ、というところを優先的には考えていきたいと思い

ます。 

   その上で、その人工林でありますとか、そのあたりについては、

それに合わせてですね、一緒に検討していくというところではござ

います。以上です。 

１番（下川芳樹君） 

   人工林の集約が中心になろうかということでよろしいですかね。 

   以前も、質問の中で申し上げました林地の集約、これは地権者の

理解と協力が必要です。林地の持つ多面的な機能をより多くの住民

の皆さんに周知することで、林地所有者だけでなく林地に隣接して

いる集落の安全や保全に生かされる取り組みがあることをもっと

前面に出して、地域全体の協力体制を構築していくようお願いした

いと思いますが、ただいま回答の中でお聞きしました集約支援員、

集落活動センターを活用した集約であったり、住民に対する多面的

機能の喚起、発起であったり、そのような内容をもっと前面に打ち
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出すことでもっと集約が進んでいく、可能になっていくのではない

かというふうに思いますが、その点はいかがでしょう。 

産業建設課長（公文博章君） 

   お答えいたします。集約支援員の方におかれましては、その山を

町のほうに管理を任してもいいよという方について、その後の管理

の進め方とかそういうところを具体に、詳細に説明をしていただく

ようなことになると思います。 

   議員おっしゃられますように、その中で、その山林を整備するこ

とのその重要性、それに伴ういろんな、その言われますような保全

であるとか多面的な機能が保持される、整備されるというところの

重要性も、もちろん伝えていくことによりまして、住民の方の理解

も得られていくのではないかと考えます。以上です。 

町長（堀見和道君） 

   私のほうから補足の説明をさせていただきます。先ほど、下川議

員からは集落支援員と。 

   （「集約支援員です」の声あり） 

   山林集約化推進委員ですので、県の補助事業にもなってきます。

山林の集約を積極的に自治体でも進めてほしいということで、来年

度からは山林集約推進委員を採用して山林の集約を進めていくと

いうことになります。 

   集落支援員につきましては、それぞれの集落活動センターにおき

まして、集落支援員を募集をさせていただいておりまして、間もな

く決定をするという運びになっておりますが、やはり地域全体のつ

ながり、連携、取り組みが必要だというふうに思っております。集

落活動センターでの取り組みの中でも、山に関心を持っていただい

て、山から出た木を活用してですね、何かものづくりにつなげてい

くとか、そういう意味で集落支援員と山林の集約推進員の連携も必

要になってくるかというふうに思っておりますので、ぜひ、加茂地

区におきましても積極的に取り組みを進めていただければと、その

ように考えております。以上です。 

１番（下川芳樹君） 

   山林集約推進支援員、山林集約化推進委員、はい、わかりました。

ぜひですね、地域とそういう制度を活用した推進委員の皆さんで地

域の山林を守っていただき、また産業としてつなげていただき、地

域の中でもその木を使った学びが生まれてくるような取り組みに
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進めていただきますよう、お願いをいたします。 

   次に、３番目の質問です。 

   総合計画にある子育て支援に関する取り組みの中で、あったかふ

れあいセンターの名前がよく出てまいります。 

   平成 30 年度より、あったかふれあいセンターの実施を検討して

いる黒岩、加茂地区においては、センター開所までの準備段階で、

町が総合計画の中で考えている各地域でのあったかふれあいセン

ターの果たすべき役割について知っておく必要があります。 

   そこで、その果たすべき役割について、質問をしたいと思います。 

   定例会の質問の中で、前回の定例会の質問の中で、地域福祉の拠

点であるあったかふれあいセンターや地域の集落活動センターを

活用して地域住民とともに進める介護保険事業も含めた健康福祉

行政の仕組みづくりを考えていくべきだというふうに御提案をさ

せていただきました。 

   障害者の皆さんや地域の子供たちも含めた前向きな取り組みを

行う必要があります。ぜひ、一歩踏み出した町の考え方を、具体的

に教えていただきたいと思います。 

健康福祉課長（岡﨑省治君） 

   下川議員の御質問にお答えいたします。この佐川町総合計画の中

での子育て支援策の具体的な実施スケジュールの中で、10 年スケジ

ュールの中で、あったかふれあいセンターについても記載をさせて

いただいております。 

   まず、あったかふれあいセンターにつきましては、御承知のとお

り、社会保障制度、例えば介護保険であるとか、障害福祉であると

か、あるいは子育て支援、こういった公的な制度へのつなぎである

とか、そういった狭間にある方の支援ということで、それの受け皿

ということで高知県自体が進めているものということです。 

   その役割、果たすべき役割ということでございますけれども、も

ちろん今実施している、尾川と斗賀野で実施しているあったかふれ

あいセンター、これについては、利用者の大半がお年寄りの、いわ

ゆる集いであったり、訪問であったりということで実施をしており

ます。 

   基本的な、大きな、大きなといいますか、大部分の取り組みとし

てはですね、そういった介護予防であるとか健康づくり、介護予防

の取り組みが、今、先行はしておりますけれども、先ほど申しまし
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た制度の狭間の部分で行きますと、例えば子育て支援、それから障

害福祉の部分もございます。 

   位置づけといたしましては、このあったかふれあいセンター、例

えば子育て支援でいけば、この公的な制度でいえばですね、町でい

えば健康福祉課でやっているさまざまな制度、平成 30 年度からは

子育て世代包括支援センターも立ち上げを目指すということにし

ておりますし、あるいは保育所、それから今やっている子育て支援

センター、あるいはファミリーサポートセンター、そういったさま

ざま、町内で行政も含めて、主要な機関、あるいは組織、そういっ

たものを補完をする地域住民の子育て支援の拠点ということでの

位置づけということにしております。 

   大きな役割としては、そういう役割を担っていただきたいと、い

うふうに考えております。以上です。 

１番（下川芳樹君） 

   事業の趣旨からすれば、お年寄りから子供まで、その施策の狭間

にある、そういう状況にある人たちに、地域の力で手を差し伸べて

いく、そういう流れだと思います。    

   特にですね、10 年間の総合計画の中で、あったかふれあいセンタ

ーが我が町にとって、子育ての面において、これだけは担ってもら

いたいというふうなものがあるのか、それとも、地域の独自性であ

ったり地域性であって、そういうメニューの中で実際にあったかふ

れあいセンターのその運営についてはですね、子育てがある程度軽

くって、介護のほうというか、高齢者のほうにウエートが入ったり、

逆に、障害者は含むけど子供はちょっと外れるなぁっていうふうな

エリアがあってもいいというふうなことなのか、町として、この部

分については今後、やはりその機能としてしっかり持ってもらいた

いというふうに考えるのか、そのあたりちょっと明確にお願いしま

す。 

健康福祉課長（岡﨑省治君） 

   お答えいたします。これから立ち上がる予定の黒岩、加茂も含め

てこのあったかふれあいセンターにつきましては、さまざま地域の

特色、それからコーディネーターとかスタッフをやっていただける

人材、違うと思います。現時点でも違うと思いますが。 

そういったところで具体的に、例えばあったかふれあいセンター

で担っていただける業務というものについては、それぞれ地域でで
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すね、考えていただきながら、もちろん、例えば子供さんの一時預

かりであったりとか、あったかふれあいセンターのメニューとして

位置づけられているものもありますけれども、そういうことも含め

て、地域の実情においてもやっていただくということが具体的な業

務としてはありますけれども、町としては、やはりお年寄りそれか

ら障害がある方、子供さんも含めてみんなが集える地域の拠点、地

域福祉の拠点、それを目指して、やはり子供さんも受け入れていた

だきたいし、子供さんとお年寄り、例えばお年寄りがそこに集って

話をして交流することによって、子供さんも元気になりお年寄りの

方も元気をもらい、障害がある方もそうだと思います。 

そういうところの、集う、皆さんが集う拠点というものについて、

やはり町としてはやっていただきたいという思いがございます。 

１番（下川芳樹君） 

   全ての部分、地域性があって、先ほど言われたコーディネーター

であったり、スタッフの人材、考え方であったりっていうことで強

弱はあっても、３つの部門が集えるような、そういう形のあったか

ふれあいセンターにというふうなお考えでよろしいですかね。 

   先の定例会でも申し上げましたとおり、平成 29 年度、平成 30 年

度から始まる介護保険事業計画、高齢者福祉計画の見直しの年でも

あります。また、総合計画の内容が同時に見直しをする地域福祉計

画、地域福祉活動計画などとも上手に連動して、地域の拠点である

あったかふれあいセンター、個々の地域の人材とあわせて活用した

佐川の福祉体制を地域とともに一緒に考えて進めていただきます

ようよろしくお願いをいたしまして、この質問は終わりたいと思い

ます。 

   それでは次に、総合計画にある地域担当職員制度について質問を

させていただきます。 

   昨年の３月定例会で、新しい総合計画を住民との協働で実現する

ためには、地域の拠点である集落活動センターとの連携が不可欠で

ある、行政との連携には地域担当職員制度による支援が必要である

との趣旨で質問をさせていただきました。町長からは、１年かけて

庁議の中で議論して決めたいというふうなお答えをいただきまし

た。 

   今回、総合計画の事業実施 10 年スケジュールを拝見すると、平成

28 年度から 30 年度までの３年間で内容の検討がされることとなっ
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ております。具体的な取り組み内容があるならば、本年度における

検討内容、これとあわせて次年度以降の計画が決まった経緯につい

て説明をいただきたいと思います。 

総務課長（横山覚君） 

   お答えをいたします。地域担当職員制度につきましては、昨年の

拡大庁議におきまして、役場職員の中から出てきた意見でございま

す。地域主権が進展していく中、地域課題の解決に取り組み、町民

とともに考え解決をしていくまちづくりが必要とされております

ことから、総合計画の行政職員の能力強化の施策に位置づけられま

して、今年度より庁議において検討を実施をしております。 

   議員もおっしゃられましたとおり、昨年３月のですね議会におき

まして、町長のほうからも１年間しっかり庁議で協議をしていくと

いう答弁と同時にですね、どのような地域担当制をしくのがいいの

かということを慎重に進めていきたい、との答弁もいただいており

ます。検討機関につきましては、現在のところ３年をかけまして、

しっかりと中身の内容を検討していきたいというふうに考えてお

ります。 

   初年度の本年度におきましては、地域担当職員制度を導入してお

ります自治体の事例から、地域担当職員制度の基礎的な知識、これ

を得ることから入りまして、地域担当職員制度を導入についての目

的、またねらいについて庁議で検討を行っております。 

   昨年 10 月には、実際に地域担当職員制度を導入しております愛

知県の長久手市と高浜市、ここに職員４名が視察研修にまいりまし

て、地域担当職員制度を導入し市民主体のまちづくりに向けて取り

組んでいる状況、また地域担当職員制度導入の効果や課題など、こ

れから本町で検討を行うに当たり協議をしていくこととなる内容

について、それぞれの自治体で学んできております。 

   また、今回の研修につきましては、昨年の 12 月、庁議の場で報告

会を開催をいたしまして、地域担当職員制度が地域住民との連携ま

た信頼関係づくりの役割を果たしていること、また仕事がスムーズ

に行える人脈形成の拡大に効果があること、また職員の人材育成に

つながっていることなどが報告をされております。 

   来年度以降につきましては、初年度の内容をさらに踏み込みまし

て、本町における制度導入の目的、ねらい、また課題について検討

を続けてまいりたいと考えております。よろしくお願いいたします。 
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１番（下川芳樹君） 

   28 年度については、具体的に庁議の中で話をし、また先進地の事

例に学び、その報告もされていると。まだ十分な話し合いを要する

ところもあって、計画の中では 30 年度まで十分に検討したいとい

うふうな流れになってますが、この 30 年ていうのは、29 年で終わ

るかもしれないしというふうな含みもある 30 年だと思います。 

   質問の前に、私見で述べさせていただきましたが、加茂地区のワ

ークショップの事例のように、制度を実施することのメリットは、

はかり知れないものがあります。しかし、職員の皆さんの意にそぐ

わない制度をスタートしても、決して、行政のためにも地域のため

にもよい結果は生まれません。十分な検討がされ、職員の皆さんの

負担ではなく喜びにつながる形で制度がスタートされますよう、大

いに期待をいたしまして、この質問は終わりたいと思います。 

   それでは最後の質問に移ります。 

   これまで何度か質問をさせていただいた町民プールを活用した

健康づくりについて、お伺いをいたします。 

   既存の施設である町民プールを活用して、右肩上がりに拡大する

介護保険料や国民健康保険料を抑制する健康づくりの取り組みに

ついては、町執行部の御理解や御尽力により、施設の改修や安全対

策が進みつつあります。 

しかし、利用者の中で大きなウエートを占める女性客への対応や

高齢者、障害者への安全対策など、まだ十分な施設になっていると

は言えません。以前に提案させていただいたファイティングドッグ

スにも活用してもらえるようなスポーツジム的な運動器具の整備や、

町から提案のあったインストラクターの配置など、まだまだ検討し

ていかなければならない内容が残されております。 

今回の質問は、総合計画にある町民プールを核とした施設の充実

の事業内容について、お伺いをしたいと思います。よろしくお願い

をします。 

教育長（川井正一君） 

   お答えいたします。町民プールでは、本年度から健康福祉課が行

います一般介護予防事業により、水中ウオークを中心とした膝など

に負担のかからないトレーニングを実施いたしました。今後とも、

健康づくりの観点から、プールの活用につきましては、健康福祉課

やプールの指定管理者と協議を進めてまいります。 
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   また今度、ハード面でございます。かなり老朽化も進んでおると

いうことで、本年度、天井改修であったり、空調施設の整備を行い

ましたが、今後さらに更衣室の改修やバリアフリー化などの施設整

備も進め、子供から高齢者まで幅広い町民が利用できる環境を整え

ていきたいと考えております。 

   また、総合計画の 10 年間にわたる事業実施スケジュールの中に

もですね、今後、健康増進機能の整備等そういったものの位置づけ

を行い、取り組みを進めていきたいというふうにも考えております。

以上でございます。 

１番（下川芳樹君） 

   ありがとうございました。前向きな御答弁をいただきました。ま

だまだ課題もあろうかと思いますが、本当に、国の財政を、また県、

それから各自治体の財政を圧迫するような勢いで、介護保険料につ

いても国民健康保険料についても拡大を続けております。何とか自

分たちの力で健康を維持していく、自分たちの力で自分たちの保険

を守っていくっていうふうな考え方を根づかせていくためにも、行

政のほう、特に健康増進のための施設については、十分なお考えを

持たれて推進していただきますようお願いを申し上げまして、私か

らの全ての質問を終わりたいと思います。誠意ある回答をありがと

うございました。 

議長（藤原健祐君） 

   以上で、１番、下川芳樹君の一般質問を終わります。 

   ここで 45 分まで休憩します。 

 

   休憩  午後２時 30 分 

   再開  午後２時 45 分 

 

議長（藤原健祐君） 

   休憩前に引き続き、会議を開きます。 

   引き続き一般質問を行います。 

   12 番、今橋寿子君の発言を許します。 

12 番（今橋寿子君） 

   12 番、今橋でございます。通告に基づきまして４点ほど質問をさ

せていただきますので、よろしくお願いいたします。質問の前に所

見を一言述べさせていただきます。 
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   今まさにグローバル社会の中、価値観の多様化をしていますが、

その中で、世界に大影響を及ぼす大国アメリカの政権はトランプ氏

に交代されました。トランプ氏の主張にも一理はありますが、自国

を守るために軍事費を増大、予算をつけるというような政策には私

たちは理解ができかねます。 

   しかし、日本でも他人事として見逃すことのできない権力者もい

ます。このたびの問題化されている文部科学省での天下りの人事に

おいても、教育者としてしてはならないことを平然とされておりま

す。それにかかわった方々は、次の世代を担う子供たちに何を学ば

せていくおつもりなのでしょうか。せめて佐川町では、先人たちが、

世のため人のために貢献された方々のおかげで文教のまち佐川と

しての誇りがありますので、ここで改めて人材の育成と活用を検証

していくことを目的とした質問となりますので、よろしくお願いい

たします。 

   それでは質問に入らせていただきます。まず１問目、人材育成に

ついて質問をさせていただきます。 

   町長が就任されて、早いもので約３年半になろうとしております。

この間、町長はさまざまなアイデアや企画を打ち出され、佐川町も

目に見えていろんな分野でまちづくりが進んできたんだと感じて

おります。最近、町外の方からも、佐川町は動き出したねと言われ

ていることもあり、私も一町民として非常にうれしく思っておりま

す。 

   まちづくりという言葉には、道路や建物、公園などといった施設

を建設し、機能的な町並みをつくるという意味もありますが、人と

人とのつながりを大切にして、その町の歴史、環境、福祉などを、

さまざまな角度からその町で生活のそのものを見直し、改善してよ

いところを残していったりしながら、そこで暮らしをつくっていく

という意味もあるのではないかと思っております。 

   そしてそのまちづくりの原動力となるのは、やはり人であると思

います。町の主役である町民の方々を初めとして、さまざまな知恵

と知識を提供してくれる佐川町を応援してくれる方や、ボランティ

アの方や専門家の方々など、いろんな立場の人々が協力し合うこと

が、まちづくりには重要になってまいります。そしてその中で、町

役場の職員の方々の役割は大変大きなものであります。そしてその

役割を十分に果たしていただくためにも、職員の皆さん一人一人の



 

222 

 

能力を高め、資質を上げていくことが必要です。 

町職員という人材の育成がまちづくりを着実に進めていくために

は大変重要になってくると思っています。佐川町の町民が幸せにな

り、きらきらと輝くことができるはず、できるすばらしいまちづく

りを進めるための町の職員の育成と適材適所の配置について、お伺

いしたいと思います。よろしくお願いします。 

総務課長（横山覚君） 

   お答えをいたします。本町では、職員一人一人が持てる能力を最

大限に発揮し、効率的な行政運営を行うとともに、地域の特徴を生

かしたまちづくりを進めるため、一昨年に佐川町人材育成基本方針

を策定しております。 

   人材育成につきましては、職員一人一人の能力、個性を生かしな

がら、組織の目標と個人の目標の目指すべき方向を同じにして、町

全体で取り組む必要があります。また、職員の可能性と能力を最大

限に引き出すためには、職員研修の充実だけでなく、仕事の意欲を

高める人事管理や、生き生きと仕事に取り組める職場環境も重要と

なってまいります。町では、効果的な人材育成を行うにあたり、こ

れらについての総合的な取り組みを行うこととしております。 

   また、人員配置につきましては、採用後 10 年に満たない職員は、

さまざまな職種を経験することで視野が広がるため、この時期を能

力育成期間として人材育成に主眼を置いた人事異動を行うことや、

全職員に対する移動希望調書制度の導入、人事評価により把握した

適正に基づく適材適所の人員配置など、適切で効果的な人員配置の

実施に努めていきたいと考えております。以上でございます。よろ

しくお願いします。 

12 番（今橋寿子君） 

   ありがとうございました。町の方も職員の人材育成には、いろん

な取り組みをされているようですが、なお、研究、検討を重ねてい

ただき効果のあるものにしていただきたいと思います。また、育て

られた人材が、その能力を十分に発揮できる適材適所への配置につ

いても熟慮いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

   以前、視察にお伺いいたしました長野県の小布施町のまちづくり

のことにつきましては、先の議会でも触れさせていただきましたが、

すばらしいまちづくりの取り組みには感動すら覚えたところです。

小布施町のまちづくりに追いつけ追い越せではありませんが、佐川
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町のまちづくりに大いに参考になることがありました。長い年月を

かけた取り組みが今の小布施町をつくり上げたというのですが、い

い取り組みは積極的に見習い、取り入れ、佐川町のまちづくりに生

かしていきたいと感じたところでございます。 

   佐川町のまちづくりを見ますと、以前と大きく違っていると思う

ことがあります。それは、外からの人材を活用するということです。

地域おこし協力隊の採用、住民促進の取り組みは、今までにない発

想や視点からのまちづくりの可能となりますし、加えて、外へ向か

って佐川町をアピールするなどの外への仕掛けも行われており、こ

のことは外からの注目を集めますし、まちづくりに有用な新しい情

報も入ってくるようになります。このような外から刺激を力に変え

ていること、外へ向かっての発信などの取り組みは、町長のまちづ

くりの大きな柱になってきたように思います。 

   しかし一方では、地元の人材が行っている地道なまちづくりにも

大きな期待を寄せるとともに力を注ぐ必要もありますし、外からの

人にかける思いに、まして地元の人々のかかわりを深めていく必要

があります。 

   最近、町民の方から「町長は外へ向けて、内側を見ていないので

はないか」「いや、もっと地元の住民と向き合ってほしい」などの声

が聞こえてきました。私は、地元で地に足のついた活動をしている

者にもっと目を向けてほしいと、もっと触れ合ってほしいと、いう、

訴えられているように感じられました。 

   外からのまちづくりと内からのまちづくりを、どのように絡め合

わせていくかのバランスをとっていくのか、これからのまちづくり

に対する町長の姿勢をお聞かせください。 

町長（堀見和道君） 

   御質問いただきましてありがとうございます。住民の方々から、

町長は外ばっかり向いていると、地元のことを見てくれてないでは

ないかというお話があるという言葉をお伺いしました。大変反省す

るべきところだというふうに思っております。 

   私自身の中では、佐川の地元８割、外から来た人２割、そのよう

なウエートで実際には取り組んでいます。しかし、そういうふうに

うつらないということがあるとすれば、それは私の至らぬところだ

というふうに思っておりますので、反省をして、もっとより深く住

民の皆様とお話をできる、お話を聞ける、そういう関係をつくって
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いきたいというふうに考えております。 

   一番大切なのは、長く長く、ずっと佐川町に住み続けている方、

佐川町にしっかりと根を張っておられる方が、主体的に幸せなまち

づくりにどうかかわっていただくか、これが一番大切だと思ってお

ります。これは、ずっと変わらぬ私の姿勢であります。 

   ただ、外の力も少しは借りるということが大切になります。特に、

自伐型林業を進める上では、なかなか町内で若い方に声をかけて林

業をやりましょうと言ってもですね、なかなか人が集まりません。

そういう部分では、外の力を借りて少し歯車を回しながら、地元の

皆さんも巻き込みながら、大きな流れをつくっていくということが

大切だと思っております。 

   農業におきましても、地元の子供たちが佐川町に残って、農業を

なりわいとして佐川町に住み、働き続けられるということを大切に

思っておりますので、その地元の人たちがいかに根を張っていただ

けるかということをしっかりと今後も考えていきたいと、そのよう

に思っておりますので、ぜひ御理解をいただきたいと。そのように

周りの皆様にも今橋議員からお伝えいただければというふうに思

います。頑張ります。以上です。 

12 番（今橋寿子君） 

   町長の思いは私も十分わかっているつもりでございますが、まだ

まだ住民との距離感があるので、私をパイプにして、もう一度確認

をしてほしいということでございましたので、この場で質問をさせ

ていただきましたので、またその気持ちを十分に自分の中でも成就

して町民に伝えさせていただきます。 

特に、これからのまちづくりは、住民と行政とが協働ということ

は、ともに働くということですので、やっぱり立場の違った者同士

が知恵と力を出していく方向性をつなぐパイプ役をするのが私の仕

事とも思っておりますので、必ずお伝えさせていただきます。 

町長のいつもの所信表明でも、私自身が感じております、所信表

明といいますか行政報告ね、あのことを聞きましても、すごく、私

自身が勉強ができてないことに対しても、町長はそれぞれのポジシ

ョンの役割を熟知しているんだなぁと思っておりますので、またそ

ういう意味でもっともっと職員との心の交流が高まっていけば、ま

た住民もその職員の姿を見て、また理解していただけることと思い

ますので、町長もみずからこれを糧に、また大きく羽ばたいていた
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だきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

次に、観光協会についてお伺いいたします。 

急行がとまる佐川町で歩いて６～７分のところに浜口邸という由

緒ある立派な建物の中での観光協会としての業務は十分なのでしょ

うか。その器と由緒あるその浜口邸の中で働いてくださっている人

材が十分に生かされているのでしょうか。新体制になっての総括を

お伺いいたします。 

チーム佐川推進課長（片岡雄司君） 

   今橋議員の御質問にお答えをさせていただきます。観光協会のこ

とでよろしいということでございますか。 

   観光協会におきましては、新体制になりまして、町としましても

補助金等でですね財政的な支援をしております。そのため、観光協

会と密に連絡をしながらですね、町全体の振興を図っておりますの

で、さかわ観光協会について評価をさせていただきますと、平成 25

年以来、発足して以来ですね、町の観光の課題と言われておりまし

たお土産物の開発、また休憩所・案内所機能の設置、観光客用駐車

場の整備など課題解決に取り組んでおりまして、来訪者も年々着実

に伸びております。 

   もちろんボランティアガイドの力も大変大きい理由の１つでは

ありますが、もともと観光地としてですね認識が薄かった上町地区、

浜口邸の周辺です、上町地区の知名度も上がり、多くのお客様に来

ていただいているということは、町としましても大いに評価できる

のではないかと思っております。 

   また、平成 27 年度、28 年度の２年間におきましても、先ほども

申しましたが来訪者は年々伸びておりますし、観光イベントの実施

とかですね、観光案内といった従来の観光業務に加えまして、おも

てなし機能を持った観光協会としての強みを発揮できているもの

だと考えております。 

   来年についても、同じ事務局長以下ですね、現在の体制で佐川町

の観光協会は運営されていくこととなります。おもてなしの機能の

ですね、さらなる強化に期待をしておりますし、町としても今後さ

らなる支援、協力をしていきたいと考えております。以上です。 

12 番（今橋寿子君） 

   確かに、今、上町地区を中心に日増しに観光客は増えています。

また、イベントのときは、住民の親子連れの方々も多く参加されて
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います。そして観光協会のスタッフの方々のお力もありますが、ま

ず、これは地道に動いてくださっているボランティアの方々の力が

大きく、かかわってくださっている方のくろがねの会や、町として

当然、牧野公園に対してリニューアル事業にして整備をしてくださ

っている中で、はなもりＣ―ＬＯＶＥの方々の笑顔で取り組んでい

るおもてなしの心の交流だとも考えておりますが、まだまだ観光協

会に対しては、費用対効果を望むわけではございませんが、やはり

浜口邸の由緒あるその建物そのものの雰囲気、またそこで働いてい

る人の心の動きが、いろんな形で良くも悪くも聞こえてまいります。 

それで、それに対してやはり、今、課長が答弁してくださってい

る言葉の中には、善処しているということがありますが、まだまだ

それが、住民も、それから外の方々がリベートとして浜口邸を評価

してくれているかということには疑問があります。 

先だっておひな様のイベントもありました。維新博のスタートも

ありました。そのときに町に私自身も出ていって、いろんな町の人

の声も聞かさせていただいたのですが、やはりリピートとしてつな

がっていけれる方がどれくらい満足してくれてるんかなと思うとき

に、やはり、建物自身も生かされてないような気もしました。 

それは、その建物に対する思いを持って観光協会を応援しようと

いうスタッフの外からの皆さんの声の中に大きく「もったいないね、

あのまんまでいったらもったいないねー」っていうことが聞かされ

ておりますので、そのことに対して、町長みずからは、そういうお

声はお聞きしてないでしょうか。 

町長（堀見和道君） 

   お答えさせていただきます。浜口邸の建物の使い方がもったいな

いというような話は、私の耳には入ってきておりません。以上です。 

12 番（今橋寿子君） 

   そしたら、あそこにいらっしゃる人材が皆さん生かされていると

思いますか。 

町長（堀見和道君） 

   お答えさせていただきます。観光協会の職員についての御質問だ

と思います。事務局長の谷口さんは公募をして選考して間もなく２

年になります。一生懸命やってる部分は大変評価をしております。

ただ、周りの皆さんから、時々、こういうところをもう少し改善を

したらいいよねっていう話も聞こえてきます。また、２年ほど前か
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らも声あがっておりましたが、もう少し接客の方法も考えたらいい

んではないかという声もありましたが、ここ、ここ近年ですね、最

近に関しては、かなり改善もされてきてるんではないかなぁという

ふうに私は思ってます。 

   まだ、まだまだ 100 点満点ではありません。やはり、物足りない

ねという言葉もあります。チームワークよく観光協会の職員がです

ね、観光協会の役員の皆様、理事の皆様の言葉に、しっかりと耳を

傾けて、改善するところを改善して、今後もお客様のために一生懸

命取り組んでいただければというふうに考えております。以上です。 

12 番（今橋寿子君） 

   私自身も、全国公募の中で選ばれた方ですので、すごく大きな期

待とともに、女性が子供さんを連れて頑張ってくださるということ

で、私のできる限りというか私の周りの方々にも応援してあげてね

という声をかけながら、応援の形はとってきたつもりですが、実際

に、そういう気持ちで携わってきた方々から、もう一つ足らないも

のがあるので、このままでいってしまったら、次の観光協会として

役割ができるかなというような声がいっぱい聞こえてくるように

なってます。 

   それで、その中で、どういう方法が一番いいのかなと思えて、や

はりこれは、観光協会は、やはり地域の商店街の人も潤っていけれ

るような状況に、経済効果へも結びつけていくような仕掛けをして

いく役割もあるんじゃないかなという中で、まず、佐川へ来ても、

食堂、食べるところがない。そして駐車場も近くにない。そういう

ようなハード的な気持ちもいっぱいいただいております。 

そして、その、何で、私自身は、商工会の方とも連絡を密にとっ

ていってるんかなということで観光協会の理事の方とかにもちょっ

とお伺いしましたが、なかなかそこの意思疎通がなかなかできにく

いというようなお声も聞いておりますが、もっと町と観光協会、く

ろがね会、そしてボランティアの方々の人ともっといろんな知恵を

出し合わなければ、今の状態では行き詰まっていくんではないかと

思いますが、まず、食べるところのない、先だっても、ある観光客

の方は佐川町へ急行に乗ってきて、「いやー、すばらしい町並みだっ

た。特に牧野公園はすごくよかって、やっぱり高知の植物園とは違

って手づくりのこの空間はすごいですね。急行に乗って来てよかっ

た」という高松の人の声。 
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その中で、まだ、まだほかの方たちの声を聞いた。佐川町は食べ

るところがないと。ゆっくりしたいけれど、大正軒だけじゃけ、大

正軒は前も来たこともあるけれど、大正軒だけじゃけ、ほかは食べ

るところがないっていうことはもう常時言われている言葉です。 

それに対して観光協会が、もっと商店街の人とか、そういう人と

もっと、行政はもとより、もっと知恵を出し合わなければならない

んではないかと思います。そのリーダーシップをとっていくのが町

の行政の役割ではないかと思いますが、その過程の中で、町長はど

んなにお考えを持っていらっしゃいますでしょうか。 

町長（堀見和道君） 

   お答えさせていただきます。さかわ観光協会として、独立した組

織として主体的に取り組んでいただいております。ただ町からも補

助金が出てる関係上、時々アドバイスは、町の気づいたことはさせ

ていただくようにしております。チーム佐川推進課の課長がさかわ

観光協会の理事としても入っております。 

   ただ、行政がリーダーシップをとるっていう視点もあろうかとは

思いますが、それをやり過ぎますと、さかわ観光協会としての主体

性が生きてこなくなりますので、そこは出過ぎないように、ただ、

住民の皆さんからこういう声がありますよ、観光客からこういう声

がありますよということで、アドバイスはさせていただくと。そう

いうスタンスで今、連携を持ってやっております。 

   食事に関しては、特に土日、商工会の関係者の皆さん、店お休み

のところもありますので、土日、観光客が見えられたときに、なか

なか食べるところがないという話も聞いております。観光協会のほ

うで、浜口邸で、軽食であれば飲食も提供できるよねということは、

もうここ２年近くにわたって話をしておりますので、できない理由

を述べるのではなくて、どうしたらできるのか、自分たちだけでで

きないのであれば商工会の皆さんの力もお借りして、どうすれば飲

食を提供することができるようになるのか考えなさい、そういうア

ドバイスはさせていただいております。以上です。 

12 番（今橋寿子君） 

   わかりました。独立はしておりますけれど、やはり補助金を出し

ている以上、今言ったようにアドバイスをし、もっといい方向へい

くように、町長はいろんな面でまちづくりの勉強はされております

ので、せっかく全国公募でいらした、また女性の方が子供さん連れ
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て頑張ろうとしている姿ですので、多岐にわたって、人材を生かし

切る、谷口さん自身が大きく変われば、職員の皆さんもすごくまた

笑顔で、おもてなしの余裕の心で接客もできていくと思いますので、

そういう意味で、ぜひ底力となって応援してあげてください。以上

です。 

   次に、広報の刷新についてでございます。 

   広報は、先だって議会でも一応広報の担当の方についてお褒めを

させていただいた時期がありました。と申しますのは、よその、他

の市町村の方の議員の友だちが「佐川の広報は見やすいね。読みや

すいね。すごく、こんな広報やったら私たちの町の広報もいいんだ

けどね」っていうようなお声をいただいておりましたので、やはり、

それぞれの見方はあるんでしょうけれど、その方は評価してくださ

っておりました。 

   しかし、今、町民の方からの声を聞きますと、やはり今、広報の

中の記事そのものはほとんど外からの方に対してのいろんな感想

とか、いろんな思いとかいうページなども多いですが、今地道にや

っている、佐川町の中で地道にやっている人にスポットが当たって

ないということではもったいないんじゃないでしょうかという声

も聞く中で、そして先だって、あれは８月だったんかな、その移動

人口が間違っていたこともありました。大きな数字でしたので町民

がびっくりしまして、一応訂正をしたかねって言うたけれど、訂正

の言葉がなかったので、広報にそれもなかったし、何かその広報が

マンネリ化している傾向ではないかと住民は捉えておりますので、

それに対して、町広報に対してのお考えは特に今、いい案がござい

ましたらまた、今、お答えください。 

チーム佐川推進課長（片岡雄司君） 

   今橋議員の御質問にお答えをさせていただきます。町広報、この

前の人口がちょっと間違っていたことにつきましては、本当に申し

わけなく思っております。また、広報に訂正の文を載せていなかっ

たことにつきましても、また心よりおわびを申し上げたいと思いま

す。 

   まずですね、町の広報につきましては、町の皆さんにですね、町

政への関心を持っていただき、町政に対しまして理解を深めていた

だけるよう、住民と行政とが情報を共有できる効果的な手段だと思

っております。行政の情報や町、地域の出来事、また生活情報など
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をお知らせするメディアであると認識をしております。 

   そういった意味でですね、町が推進している事業の紹介も兼ねま

して、外からの方々、地域おこし協力隊とか集落支援員の活動のコ

ーナーも設けているのが現状でございます。今橋議員のお尋ねの住

民発信といいますか、もうちょっと住民の声をということに関しま

しては、以前にも何度かですね、検討に上がったこともあるようで

すが、住民発としてのですね、掲載の基準とか編集の基準を設ける

のはなかなか現状では難しい、いろいろ載せれない記事もあると思

いますので、それにつきましては一定のですね、公平性を保つこと

の必要がある町広報紙において発行する以上ですね、なかなか、そ

の全ての住民の意見を載せていくというのは難しいんではないか

と考えております。 

   また、広報の刷新ということにつきましては、年々伝えていく情

報が増加をしております。その点からですね、伝える広報から伝わ

る広報へですね、それを目指して、読みやすさとかですね伝わりや

すさにポイントを置きまして、デザインの工夫でありますとか、来

年度より実施することを予定としております。 

   また広報以外にも、住民発信のフェイスブックとか写真を活用し

ましたＳＮＳなどでも情報発信を考えていきたいとも思っており

ます。以上です。 

12 番（今橋寿子君） 

   広報の役割は多岐的な役割があると思いますが、まずこれから先

は、やはり立場の違った住民と行政との心の通うことが一番だと思

いますので、ぜひ、そういう観点のもとにいい広報ができることを

期待いたしまして、この質問も終わらせていただきます。 

   最後になりますが、まるごと植物園構想について、行政と住民と

のかかわり方について、お伺いをいたします。 

まるごと植物園の構想は、総合計画の 10 カ年の基幹項目の 1 つで

あります。今までは行政とボランティア等のかかわりが少しずつ共

有できていますが、まだまだお互いの置かれた立場が違いますので、

密に連携を取り確認し合う必要があります。私は、この取り組みは

必ず後世の方に喜んでいただける事業だと確信をいたしております

ので、議会のたびに提案を兼ねた質問をさせていただいております

が、あえて、まるごと植物園について、住民とのこれからのかかわ

り方をお示しください。 
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チーム佐川推進課長（片岡雄司君） 

   お答えをさせていただきます。まるごと植物園につきましては、

現在、ブランディングの事業の一環としまして進め、どのように発

信をしていくかということを検討しております。これまでに何度も

ですね、今橋議員にも御質問いただきお答えをさせていただいてお

りますが、まちまるごと植物園、これ総合計画の中の１つにあたり

ますが、植物をテーマにしましたまちづくり事業の１つでありまし

て、そこには当然、住民の方々のかかわりが必須であり、決して行

政のみでは、なし得る事業ではないと思っております。地域の方々

が楽しみながらですね、自然や植物とふれ合う行動を勧めるのとあ

わせまして、その行動を町内外の方々に発信していく事業ですので、

今後も住民の方々と一緒に事業を進めてまいりたいと考えており

ます。 

   今後の進め方につきましては、また前回にもお答えさせていただ

きましたが、まず、どんな植物が自生しているか、あるいは植栽を

されているか、植物を大切に育てている人や団体があるのかを調査、

把握が必要となりますので、ヒアリングを実施することとしており

ます。また植物にも詳しく、地域の自然環境にも精通されている

方々から多くの情報をいただき、町としてこれまで調査したものと

合わせまして、大きな植生マップの作成にまず取り組んでいるとこ

ろでございます。 

   その後、調査の結果をもとに、そっと大事にしていくものと見せ

られるものとのさび分けをしまして、保護するものはその方法を検

討し、見てもらうものはどのような形で見せていくと楽しんでもら

えるか、情報発信をどのようにしていくかなど、検討していくこと

になっております。 

   繰り返しになりますが、まちまるごとへの取り組みは町全体での

取り組みが必要となりますので、地域や自治会、学校、集落活動セ

ンター等とも連携をしながら、進めていきたいと考えております。

以上です。 

12 番（今橋寿子君） 

   牧野公園のほうは、やはり高知の植物園とは違った手法で進化し

ておりますので、高知の牧野植物園で満足できない人が佐川町へも

いらしてくださっておりますが、やはりそのお客さんをお迎えする

気持ちも大切ですが、まずそれを喜びでかかわっていけれるボラン
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ティアの方、特に行政もそうですけれど、その方の思いが、やはり

密にしていかなければ、ちょっと思いが、立場が違うだけに、方向

が違ったときにはまずいものになります。 

今のところ、そういう意味ではお互いが力を出し合っていますの

で、いい方向に行っておりますが、その結果が、いろんな、町民の

方にも認知されながら、また先だって福祉大会で、尾川の活性化っ

ていうかね、そのグループの方が、牧野公園より負けん公園にする

と言うたその一言が、すごくいい住民の刺激剤になっているんじゃ

ないかと思いまして、先だって尾川のその取り組みをされている方

に、どういうところが負けんと思うてますかってお聞きしたんです

が、そしたら、牧野公園には川がないきねって。やっぱり川も公園

のすばらしい役割をするき、あれを磨いて、今度、いう感じですご

くこう、わくわくの気持ちで、今度大学生を巻き込んで、またやる

がでーっていうような、向こうの取り組みそのものがこちらの刺激

にもなるし、すごく共有できた喜びを感じました。 

   それは今、加茂ではバイカオウレンの見学会っていうかね、あれ

もやってますし、それから佐川町の中で、さくらの森学園がありま

す。その裏に伊藤蘭林先生の生誕のところがありますわね、そこも

地域の人が、地域の人のボランティアの方々が整備をして、牧野博

士のゆかりにある植物を大事にしながら、管理してくださっている

ことによって、そこへ学園の人たちが裏で遊ぶことによって、情緒

がすごく安定してきて、いい子供たちが育ってますよっていうお話

も聞きましたし、それからその向こうの和楽公園、そこも住民の人

が夢を持ちながらこんな方法にしたいなぁとかいうお話も聞かさ

せていただいております。 

あくまでもいろんな分野で、牧野公園のリニューアルがボランテ

ィアと行政とが一つになってかかわってやっていることが住民の大

きな原動力になっていくんじゃないかという思いもありますので、

もっともっと地域の方がまだこのことが、実際に自分のこととして

まだ捉えてない方々もいらっしゃると思いますので、ぜひ、この働

きかけというか、この動きをもっともっと行政のほうからも発信し

ていただければ、やはり植物と清算して、田舎のよさ、都会の価値

観でなくって田舎の生活の豊かさっていうものを感じ取っていって、

いい子供たちの影響力があるんではないかと思いますので、その件

に対して、特に、町長はどのように思われておりますか。町長の御
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意見もお聞きしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

町長（堀見和道君） 

   お答えさせていただきます。このまちまるごと植物園の取り組み、

また牧野公園のリニューアル事業のボランティアの取り組みが、広

く広く広がっていけばいいなぁというふうに思っております。これ

までにも、懇談会の場で、今、牧野公園ではこういう取り組みをし

ておりますので、ぜひ、お時間の許す方は一緒に活動していただけ

ませんかということもずっと投げかけをしてきております。 

   また今、広報でも、毎号毎号情報発信をして、住民の皆様にも広

く伝えておりますので、引き続きこの活動をしっかりと続けていき

たいと考えております。 

   今橋議員がおっしゃいますように、私も先週の土曜日に牧野公園

にお伺いしたときに、公園に来られた方々に、何名かの方々に声を

かけました。その中で、どちらからいらっしゃってますかという問

いに対してですね、五台山から来ましたという女性の方が３名いら

っしゃいました。五台山の牧野植物園よりも佐川町のこの牧野公園

のほうがすばらしいねぇって、本当に心からおっしゃっていただき

ました。大変うれしく思いました。佐川町としてまちの誇りだと思

いました。ぜひ、この活動を住民の皆様の力をお借りして行政と住

民が一緒になって、ずっとずっと続けて行ける取り組みにしていき

たいと考えておりますので、今後ともぜひお力添えをよろしくお願

いいたします。以上です。 

12 番（今橋寿子君） 

   最後に１つお伺いいたしますが、先だって議案説明会のときに、

プロフェッショナル的な技術を持ってる方の採用につきまして、特

別条例をしますという説明があったと思いますが、その給料体制と

いいますかね、普通の臨時職じゃなくって、そういう処遇のある立

場の方を検討してるということでございましたが、その件につきま

してはどのように、具体的に教えてください。 

総務課長（横山覚君） 

   お答えいたします。本定例会のですね議案説明会で申しましたよ

うに、任期付職員の件を条例として上げさせていただいております。

給与につきましては、行政の一般職に当たりまして、ちょっとここ

で額のほうが資料ないんですけれども、初任給、高卒の資格があれ

ば高卒のところの初任給、大卒であれば大卒のところの資格の初任
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給に当たるようになっております。以上です。 

12 番（今橋寿子君） 

   と申しますのは、今、すっと誰かめぼしい方がいらっしゃるんか

なと思ったんですけれど、今、特に牧野公園でもすごく頑張ってく

ださっている職員の臨時さんも、特別臨時さんというかね、がいら

っしゃいますが、その方のことも視野にあるわけですか。 

町長（堀見和道君） 

   お答えさせていただきます。今、チーム佐川推進課で嘱託職員と

しての植物の取り組みについて仕事をしてもらっている職員がい

ます。ただ、チーム佐川推進課のほうから、この牧野公園のリニュ

ーアル事業については 10 年間、期間を定めて取り組んでいる取り

組みであるので、今の嘱託職員ではなくて、任期付の職員として採

用をしたいという申し出がありました。そういう申し出に対しまし

て総務課としっかり協議をした上で条例を制定をさせていただい

て、広く公募をして任期付の職員として採用をしようということを

執行部のほうで話し合いをしました。 

   本定例会で、任期付職員の条例を承認いただきますと、この３月

中には採用の試験を行いまして、植物の分野でしっかりと長きにわ

たって佐川町のために仕事をしていただける、そういう専門的な職

員を採用したいと、そのように考えておりますので、ぜひまた条例

の審議のほどをよろしくお願いをしたいと、そのように思っており

ます。以上です。 

12 番（今橋寿子君） 

   私も個人的な感情はございませんけれど、彼女の場合ですと、す

ごくその専門知識もありますし、また、私たちも一生懸命になれば

なるほど厳しいこともお伝えすることもあるけれど、もう泣きしっ

ぽうをしながらでもやってくださるその姿勢に対しては、何か、普

通の形ではなくて評価をしてあげたらいいなという思いもありま

したので、ぜひまた、それぞれの、職員にはそれぞれの能力はある

と思いますが、そういう人材を大切にして、よその地域に引き抜か

れないようにしていただきたいと思いますので、今後そのことも含

めてよろしくお願いして、最後の質問にさせていただきます。あり

がとうございました。 

議長（藤原健祐君） 

   以上で、12 番、今橋寿子君の一般質問を終わります。 
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これで、今定例会に通告がありました全ての一般質問を終了しま

す。 

   本日の会議は、これをもちまして終わります。 

   次の開会を、10 日の午前９時とします。 

   本日は、これをもって散会します。 

 

 

   散会  午後３時 35 分 
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